
 

 

 

1 

令和７年 3月 28日 

有害性評価分科会 

 

令和６年度 有害性評価分科会の検討結果に関する報告 

 

1. 有害性に関する検討結果 ............................................................................................. 2 

 背景・目的 ................................................................................................................. 2 

 令和 6年度MicP有害性評価の検討における実施事項と成果 ................................. 2 

 概要 ..................................................................................................................... 2 

 基本方針 .............................................................................................................. 3 

 査読に係るルール策定 ........................................................................................ 4 

 文献等の調査（査読対象文献の抽出及び整理） ............................................... 11 

 文献等の査読（採用困難データの区別） ......................................................... 13 

 文献等の査読（質の区別）............................................................................... 17 

 有害性評価分科会の開催 .................................................................................. 57 

 現状の課題点と今後の検討の方向性(案) ................................................................. 59 

 別添 .......................................................................................................................... 60 

 査読対象とした文献一覧 .................................................................................. 60 

 マイクロプラスチックにおける水中経路での粒子影響以外の毒性に関わる観

点：ベクター効果に関して（仮） .................................................................................. 80 

 



 

 

2 

1. 有害性に関する検討結果 

 背景・目的 

MicPの有害性評価においては、環境省がこれまで実施してきた化学物質の生態リスク評

価で用いてきた有害性評価の視点、知見の査読や信頼性の確認等の経験とノウハウを活用

する方針で検討を進めてきた。 

令和 5 年度までに、対象生物や粒径及びエンドポイントの区分及び有害性データの査読

に係る「文献査読時の留意点」を整理し、区分Ⅰ（個体群の維持に関わる有害な影響）に該

当する有害性データを図示してきた。 

しかし、MicPの有害性を評価するにあたりコンセンサスが得られているテストガイドラ

インは現状確認されておらず、区分Ⅰのなかにも様々な実験条件のものが含まれており、化

学物質の生態リスク評価と同レベルの信頼性評価を行うのは困難であった。また、有害性評

価に資するよう、定量的な影響レベルが報告されていると考えられるデータを抽出するこ

とが望ましいものの、これまでに当該データの抽出には至っていなかった。 

令和 6年度では、有害性データを誤解なく解釈し、より多くのデータを俯瞰的に眺め、影響

が生ずるレベルを捉える観点から、査読に係るルールを策定・精査することで有害性データ

の質を区別し、「定量的な影響レベルが確認されていると判断できるデータ（○）」、「影響に

関する定量的なデータとは判断できないものであっても、影響レベルを示していると見な

すことができ、参考値として参照できるデータ（△）」及び「明らかに不備のあるものや影

響レベルを示していると言えないデータ（×）」に分類した。 

 

 令和 6 年度 MicP 有害性評価の検討における実施事項と成果 

 概要 

令和 6 年度の MicP 有害性評価の検討において、「査読に係るルール策定」、「文献の調査

と査読」及び「分科会の開催」を実施した。概要を以下に示すとともに、詳細を 1.2.3 節、

1.2.4節、1.2.5節、1.2.6節及び 1.2.7節に示す。 

 

査読に係るルール策定（1.2.3節） 

令和 5 年度までに整理した対象生物、粒子及びエンドポイントの考え方を踏襲するとと

もに、質の区別に向けて令和 5年度作成の「文献査読時の留意点」を更新したうえ、付属資

料「留意点に関わる判断の視点」を追加した。また、新たな観点として「長期的な影響に着

目した評価の視点」を整理した。 

 

文献の調査と査読（1.2.4節、1.2.5節、1.2.6節） 

MicPの有害性を扱った文献を網羅的に収集のうえ、マイクロサイズの粒子を用いた魚類、

甲殻類及び二枚貝類を対象とした文献を抽出した。査読結果は、個数濃度／重量濃度、LOEC

／NOEC、慢性／亜急性・亜慢性／急性別に整理した。 
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分科会の開催（1.2.7節） 

7名の有識者により、有害性評価分科会を 4回、書面による文献査読を 5回実施した。採

用困難を区別するための査読及び質の区別のための査読結果について議論を行ったほか、

査読に係るルール策定案について議論を行った。 

 

 基本方針 

方針 1：分類 

今年度の有害性データのまとめ方の方針を以下のとおり整理した（図表 1-1）。 

 

図表 1-1 令和 6年度有害性データのまとめ方について：基本的な方針（分類） 

 

⚫ 基本的な考え方として、環境省がこれまで実施してきた化学物質の生態リスク評価で用いてき

た有害性評価の視点、知見の査読や信頼性の確認等の経験とノウハウを活用する。 

⚫ ただし MicP の分野では、 

 粒子状の物質を用いた生態毒性の把握のための標準試験法は未確立であること 

 現時点で得られる知見の大半は学術研究として行われたものであり、実験条件の記述

が十分でない等の理由により信頼性が十分に確認できないものが少なくないこと 

 このような状況の中で、新たなデータが次々と得られてきていること 

等の理由により、環境省がこれまで実施してきた化学物質の生態リスク評価と同レベルの信頼性

評価を行うのは合理的でない。 

⚫ ここでは、より多くのデータを俯瞰的に眺め、影響が生ずるレベルを捉える観点から、有害性デ

ータを次の３つのカテゴリーに分類することを提案したい。 

 

 リスク管理に係る制度の下で実施されている既存の生態リスク評価ほどには、信頼性

評価を厳格に行うことはせず、より広い知見を拾うものとする。具体的には、 

 

◼ 定量的な影響レベルが確認されていると判断できるデータは、生態リスク1の把

握において活用する。（〇） 

◼ より広い知見を拾うものとしたうえで、実験条件の確認が十分に行えない等の理

由により、影響に関する定量的なデータとは判断できないものであっても、影響

レベルを示していると見なすことができるものは、参考として参照する。（△） 

◼ 明らかに不備のあるものや影響レベルを示していると言えないものは、これまで

通り記載しない。（×） 

 

 

➢ 方針 2：表示方法 

令和 5年度は区分Ⅰ（個体群の維持に関わる有害な影響；詳細は次頁）に該当するエンド

ポイントの有害性データを図示してきたが、区分Ⅰの中にも様々な実験条件のものが含ま

れていた。具体的には、「実測濃度が測定・報告されていない」「粒子の前処理について記載

がない」「急性影響を扱った知見」といった質が異なるデータが混在していたが、表示上は

区別していなかった。 

上記のような課題点があったことから、令和 6 年度は有害性データの質を区別して表示

 
1 現時点では、○に分類した有害性データが直ちに「生態リスク評価」に使用できるわけではない。将来
的に生態リスクの把握における活用を目指すものの、現時点ではあくまで有害性評価の観点で分類した。 
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することで、プロットの解釈において誤解のないようにした。具体的には次頁以降の有害性

データの査読における基本的な考え方を用い、定量的な影響レベルが確認されていると判

断できるデータ（○）を区別・抽出のうえ、慢性／亜急性・亜慢性2／急性に分けて表示し

た。 

 

 査読に係るルール策定 

令和 5年度までに対象生物及びMicPの対象粒径を決定し、区分Ⅰ（個体群の維持に関わ

る有害な影響；詳細は次頁）に該当するエンドポイントを整理してきた。今年度もこの整理

を継続するとともに、文献査読時の留意点を精査し更新した。また、新たに長期的な影響に

着目した評価の視点を加えて、これらの「査読に係るルール」にそって整理を行った。図表 

1-2に上述のルールを列挙した。 

 

図表 1-2 MicPの有害性データの査読に係るルール 

記号 査読における観点 

A ・対象生物 

B ・対象粒径・形状 

C ・エンドポイント 

D ・文献査読時の留意点 

E ・長期的な影響に着目した評価の視点 

 

（A）対象生物：魚類、甲殻類、二枚貝類（令和 5年度から変更なし） 

生態系の機能に重要な食物連鎖等の関係に着目し、生産者、一次消費者、二次消費者等の

生態学的な機能で区別して、それぞれに対応する生物種をモデルとして用いる。 

➢ 具体的には、化学物質の毒性試験として多くのプロトコルが確立している甲殻

類（一次消費者）、魚類（二次消費者）を対象に文献査読を行う。 

➢ 生産者（一般的に藻類）については、MicP の粒子を摂取する可能性が低く、

MicPによる影響は小さいと考えられることから、MicPの生態リスク評価で注

目する栄養段階からは除外した。 

➢ また、一次消費者として、通常水中粒子を濾過摂取しているため、MicPの影響

を受ける可能性が指摘されている二枚貝類についても査読の対象生物として加

えることとした。 

 

（B）対象粒径：1μm以上 1000μm未満（令和 5年度から変更なし） 

MicPの粒径について、ナノサイズの粒子の場合、生物細胞への侵入や体表への影響等が

考えられ、マイクロサイズの粒子とは別物として考える必要がある。今年度はマイクロサイ

 
2 MicPの有害性データのうち慢性又は急性影響を捉えた知見は多くなく、亜急性又は亜慢性と考えられ

る有害性データが多かった。MicPについて標準試験法が確立されていないこともあり、本検討ではこれ

らを区別せずに「亜急性・亜慢性」と整理のうえ、慢性／亜急性・亜慢性／急性に分けて表示した。（参

照：1.2.3 節「長期影響に着目した評価の視点－MicPの有害性評価－」） 
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ズ（粒径 1 µm以上）のプラスチック粒子を使用している試験を対象に査読を行った。 

 

（C）エンドポイントの分類（令和 5年度から変更なし） 

MicPのリスク評価で対象とすべきエンドポイントの基本的な考え方を整理した。MicP

の初期的なリスク推計を行うため、環境中濃度と比較を行うエンドポイントを、個体群の

維持に関わる有害な影響とした。エンドポイントの分類を図表 1-3に示す。 

 

➢ 環境中濃度との比較を行う有害性のプロットは「Ⅰ：個体群の維持に関わる有害

な影響」とした。 

➢ 「Ⅱ：Ⅰ・Ⅲ以外の影響」は有害性のプロットとしては示さず、査読の際は参考

データとして取り扱うこととした。（将来的に「Ⅰ」になり得る可能性もあるた

め、引き続き精査を行う） 

➢ 「Ⅲ：分子・遺伝子レベルの影響」は査読の対象外とした。 

 

図表 1-3 エンドポイントの分類 

Ⅰ：個体群の維持に関わる有害な影響 

 成熟、繁殖、成長、致死に関する影響 

（具体例）生存率の低下、成長の阻害、体重の減少、産仔数の減少、孵化率の低下、 

奇形率の上昇 等 

 

Ⅱ：Ⅰ・Ⅲ以外の影響 

 個体レベルの影響ではあるが、個体群の維持に直接関わるものではない/関わりが不明

な影響 

（具体例）行動異常、遊泳速度の低下、遊泳距離の減少 等 

 個体レベルの影響ではないもの（組織レベル、細胞レベル） 

（具体例）腸・肝臓・腎臓の病変・組織損傷、筋肉量の減少、生殖腺重量の減少 等 

 

Ⅲ：分子・遺伝子レベルの影響 

 個体レベルの影響ではないもの（分子レベル、遺伝子レベル） 

（具体例）ストレスマーカーの変動、遺伝子の発現 等 

 

  



 

 

6 

（D）文献査読時の留意点及び付属資料 

MicPの有害性データの信頼性を考える際の観点を整理し、令和 5年度に「文献査読時の

留意点」を作成した。今年度も引き続き本資料の内容を精査し、更新を行った。なお、MicP

の有害性を評価するためのテストガイドラインに、コンセンサスが得られたものは現時点

では存在しておらず、以下の観点はあくまで参考となり得る非網羅的な観点であり、今後も

査読を通じてブラッシュアップしていく位置づけのものである。 

 

図表 1-4  MicPの有害性データに係る文献査読時の留意点 

文献査読時の留意点 

■【1】、【2】MicP に関わらない実験条件 

【1】国内外で認められたテストガイドライン（以下、「TG」とする）への準拠が明記されているか 

【2】TG 準拠が明記されていない又は部分的に逸脱している場合、以下の条件が適切か 

【2-1】コントロール区が設定されているか 

【2-2】コントロール区で影響が出ていないか 

【2-3】結果の統計処理が適切に行われているか 

【2-4】複数濃度で試験が行われているか 

【2-5】再現性があるか（繰り返し数が十分にあることなど） 

【2-6】生物種が一般的か 

【2-7】生物のライフステージに対するばく露期間は適正か 

【2-8】結果の測定方法の記載が明確か（追試可能か） 

【2-9】用量応答関係が見られるか 

 

■【3】MicP に関わる実験条件 

【3-1】粒子の実測濃度が報告されているか  

【3-2】粒子の前処理についての記載はあるか（購入品の場合、分散液の中の分散剤や界面活性

剤、防腐剤等を除去しているか） 

【3-3】粒子の分散・撹拌方法についての記載はあるか 

【3-4】粒子の粒径が報告されているか（範囲、中央粒径、分布等） 

【3-5】粒子の形状が報告されているか 

【3-6】粒子の素材が報告されているか 

【3-7】粒子の取得方法が報告されているか（再入手・再調製可能か、実環境中で採取したもの

か） 

【3-8】化学的な表面処理を施した粒子を使用しているか  など 

 

・付属資料 

上述の「文献査読時の留意点」は、本業務における重要な成果の一つであり、今後も更新

を続けていくことを想定している。これに加えて、有害性評価分科会における議論及び意見

等を整理し、「留意点に関わる判断の視点」を付属資料として作成した（図表 1-5）。 

なお、本資料は専門家の知識及び判断をまとめることで、査読における「判断の揺れ」を

減らすとともに、判断の過程をより分かりやすく示したものであり、本付属資料も適宜更新

していく必要がある。 
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図表 1-5 留意点に関わる判断の視点 

留意点 判断の視点 

【1

】
【2

】Mi
cP

に
関
わ
ら
な
い
実
験
条
件 

【1】TG 準拠が明記

されているか 

TG 準拠が明記されていても、部分的に TG から逸脱している場合もあり、逸脱箇所

の扱いは個別に議論する。 

【2

】TG

準
拠
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
又
は
部
分
的
に
逸
脱
し
て
い
る
場
合
以
下
の
条

件
が
適
切
か 

【2-1】コン

トロール区

が設定され

ているか 

試験液に分散剤等を使用している場合に、以下のように扱う。 

 

・分散剤の場合 

化学物質では急性毒性試験において分散剤の使用を認めており、MicP においても

基本的に同じ基準を使うものとする。加えて、より広い知見を拾うべく、亜慢性や

慢性でも助剤対照区がありかつ影響が出ていなければ分散剤の使用を認める。 

 

・抗生物質の場合 

藻類であれば抗生物質の添加が必要な場合も考えられるが、魚類・甲殻類・二枚貝

類については腸内フローラへの影響が懸念されるため採用困難と判断する。 

【2-4】複数

濃度で試験

が行われて

いるか 

査読文献における優先順位及び複数濃度区の考え方を以下のように整理する。 

 

・○△×の判定を行う前に、これまでの全文献から質の区別の作業対象を以下の基

準で抽出及び優先順位付け 

 

基準 1：質の区別の作業対象は「採用困難ではない かつ EP区分Ⅰ かつ 複数濃度

区」 

基準 2：不等号付き（最低濃度で影響あり又は最高濃度で影響なし）も○の可能性

があるが優先順位を下げて扱う 

【2-9】用量

応答関係が

見られるか 

用量応答関係の有無について以下のように整理する。 

 

・一般的に、毒性影響がでた場合には用量応答関係があることが望ましい。 

しかし MicP の場合は、生物個体によって取込みがばらつく可能性があるため、毒

性影響が投与量に必ずしも影響しない可能性がある。 

そのため、MicP の有害生データについては、用量応答関係があることが望ましい

が必須条件とはしない。 

そ の

他 

通常と異な

るばく露条

件の扱い 

通常と大きく異なるばく露条件（高脂肪食等）の場合に、採用困難と判断する。 

長期/短期

影響の考え

方 

参照：「MicP の有害性データにおける慢性影響及び急性影響に関わる基本的な考

え方」 

水中濃度/

摂取濃度 

"MicP の毒性値の表記（NOEC,NOAEL）について以下のように整理する。 

 

MicP を摂取して影響が出ることが考えられるため、摂取量（NOAEL 等）を使用する

ことが望ましいという考えがある一方で、実際に摂取量を測定するのは非常に難し

いため、水中濃度を使用する。 

・加えて、粒径が大きい場合などに個数濃度で示すことが望ましいことから、サイ

ズと濃度の相互関係も考慮する。" 

 

3

】Mi
cP

に
関
わ
る
実
験
条

件 

【3-1】粒子の実測濃

度が報告されている

か  

ばく露濃度の実測有無と「○」候補（参照：P.24 文献収集と査読の実施）の考え方

について以下のように整理する。 

・一般的に、ばく露濃度は試験系の中で均一であることが望ましい。 

MicP は局在化しやすい性質があるため、ばく露濃度の実測が重要であり、「実測あ

り」の文献の優先度が高いと整理してきた。 

・その一方で、MicP の局在化が必ず起こるために、仮に実測を行っていてもそれ

が本当のばく露濃度を示していない可能性もある。 

・加えて、「実測あり」だけから質の区別における「○」候補を選定すると取りこ

ぼしの懸念がある。 
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留意点 判断の視点 

「実測なし」であっても試験系の中に設定濃度の MicP が存在することに着目し、

「○」候補の範囲を「実測なし」にも拡大し、「実測あり」を「○」候補の必須条

件とはしない。 

【3-2】粒子の前処理

についての記載はあ

るか（購入品の場合、

分散液の中の分散剤

や界面活性剤、防腐

剤等を除去している

か） 

もともとプラスチックに含有している剤としての添加剤、可塑剤又はモノマーなど

の残留物については、除去が困難であることから、これらも含めた影響を評価する。 

ただし、明らかに粒子以外の影響が懸念される場合は採用困難と判断する。 

【3-3】粒子の分散・

撹拌方法についての

記載はあるか 

試験液の分散・攪拌方法の記載と「○」候補の考え方について以下のように整理す

る。 

 

・分散に関する記載があることが望ましいものの、分散させることは当然の作業と

して文献に明記されていない可能性がある。 

・MicP に特有の性状※のために不均一なばく露となる可能性が高い。（※：魚類や

甲殻類において、餌と粒径が近い場合に、MicP や MicP の塊を積極的に摂取する可

能性があるほか、二枚貝類においては、粒径によらず、底質とともにＭｉｃＰを摂

取することで、不均一なばく露になりうる） 

・そのため、分散・攪拌方法の記載があることを「○」候補の必須条件とはしない。 

【3-4】粒子の粒径が

報告されているか

（範囲、中央粒径、

分布等） 

粒径が「明らかに摂食不可」なサイズであった場合に、以下のように扱う。 

 

・これまで、粒径と摂食の関連性について考慮してこなかったが、摂食ができない

大きなサイズの MicP であってもミジンコの表面付着による遊泳阻害等も考えられ

る。そのため、摂食不可なサイズであっても、それを理由に採用困難とはしない。 

粒径情報が不足している場合に、以下のように扱う。 

 

・粒径分布のように詳細な情報が記載されていることが望ましいが、粒径範囲だけ

のデータがある。 

・このような場合も重量－個数の換算自体には影響がない（最大粒径あるいは最小

粒径の平均値や中央値をもとに換算しているため）。 

・加えて、MicP の有害性データの数が少ないことから、質の区別の最終判定にお

ける注釈として記したうえで使用する。 

【3-6】粒子の素材が

報告されているか 

粒子の素材が特殊な場合に、以下のように扱う。 

 

・劣化させた MicP 又は生分解性プラスチックを使用した実験が散見される。 

・これまで、劣化の有無は評価軸としておらず、判断の仕方について議論の余地が

残るものの、現時点では質の区別の最終判定における注釈として記したうえで使用

した。 

・生分解性プラスチックは、その種類によってスピードやサイズは異なるものの、

MicP になると考えられている。 

「より多くのデータを俯瞰的に眺め」るためにも、生分解プラを理由に採用困難と

はしない。なお、生分解性プラスチック特有の性状を考慮する必要性も含め、今後

も議論を継続する。 

【3-7】粒子の取得方

法が報告されている

か（再入手・再調製

可能か、実環境中で

採取したものか） 

環境中から採取されたプラスチックを使用している場合に、以下のように扱う。 

 

・毒性実験について、一般的に再現性やトレーサビリティーが確保できることが望

ましく、市販品でない MicP、とくに環境中から採取したものを使用している場合

は注意する必要がある。 

・その一方で、実環境の MicP には様々な化学物質が付着しており、環境中から採

取した MicP を使用して毒性実験を行うことで、実態に近い結果が得られる可能性

がある。 

・そのため、再現性が確保できていなくても、一律で採用困難とはせずに、付着し

ている化学物質の影響も含めた毒性影響として扱う。 
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（E）長期的な影響に着目した評価の視点  

これまでに収集した MicP の有害性データには様々な実験条件のものが含まれていたこ

とは先述のとおり。ばく露期間やライフステージ、エンドポイントについても様々な設定が

あるほか、毒性指標も E(L)C50 と N(L)OEC が混在していたほか、急性影響／慢性影響を

整理していなかった。 

MicPについてどのように整理するかを検討するのに先立ち、既存の有害性評価における

慢性影響や急性影響を捉えた知見の扱いについて、以下のとおり整理した。 

 

【既存の有害性評価における基本的な考え方】 

環境中に長期間にわたって存在する化学物質の影響は、長期的なばく露で評価すること

が多い。その理由は、「高濃度でなければ影響が生じない」「短期的なばく露では適切なエン

ドポイントを捉えきれない」など短期的なばく露では、把握すべき影響を十分に捉えきれな

いと考えられるためである。しかし、水生生物の影響評価では、長期影響を捉えた知見が限

られるため、短期の急性影響を捉えた知見も活用されてきたほか、亜慢性又は亜急性の知見

はごく限定的に活用されてきた。 

化学物質の有害性評価において、生態毒性の急性毒性値と慢性毒性値の比較整理が行わ

れており、上述の考え方のほか該当するエンドポイントの例やばく露期間、ライフサイクル

ステージ及び影響内容などが整理されている。整理の概略等を図表 1-6に示す。 

 

図表 1-6 既存の有害性評価における基本的な考え方 

慢性/

急性 
既存の有害性評価における基本的な考え方 

対応する試験ガイド

ラインの例 

慢性 

◼ 選定基準3： 

① 影響の内容：胚・稚仔、発生初期の魚に対する生存・成長等に

阻害を及ぼす影響を慢性影響 

② 付属期間（試験期間）：胚から前期仔魚を含む 20 日以上の期間 

③ 主なエンドポイントと影響内容：影響に対する LOEC、NOEC、

MATC 

◼ 急性影響よりも優先して使用 

・OECD TG 210：魚類

の初期生活段階毒性

試験（エンドポイン

ト：孵化率、生存率等 

ばく露期間：40 日） 

急性 

◼ 選定基準 3： 

① 影響の内容：魚類に対して、短期間で生存に阻害をもたらす影響

を急性影響 

② 付属期間（試験期間）：４日間（96 時間）以内の（付属期間を要

する）試験 

③  主なエンドポイントと影響内容： LC50（ Median Lethal 

Concentration） 

• OECD TG 203：魚類

急性毒性試験 

（エンドポイント：死

亡、 

ばく露期間：96 時間） 

注：生態影響に関わる生物のうち魚類を抽出して記載 

 
3 出典）第 2 回厚生科学審議会化学物質制度改正検討部会化学物質審査規制制度の見直しに関する専門

委員会、第 9 回産業構造審議会化学・バイオ部会化学物質管理企画小委員会及び第 2 回中央環境審議会

環境保健部会化学物質審査規制制度小委員会合同会合 参考資料 2 生態毒性の急性毒性値と慢性毒性値の

比較 
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【MicPの有害性評価における基本的な考え方】 

MicPの有害性評価における慢性影響／急性影響の扱い方を検討するにあたり、現時点の

MicP の有害性データにどのようなものがどの程度あるのか確認したところ、MicP で慢性

影響又は急性影響を捉えた知見は多くなかった。最も多いのは、「一般的な急性試験よりも

長期的な影響をみているが慢性影響を捉えているか判断できないもの」であり、「亜急性」

又は「亜慢性」の知見と考えられた。MicPには標準試験法が開発されていないこともあり、

本検討においては、これらの「亜急性」又は「亜慢性」の有害性データを区別せずに、これ

ら全体を「亜急性・亜慢性」と整理した。 

以上の既存の有害性評価及び MicP の有害性データの現状を踏まえ、本検討においても、

慢性影響に着目した評価を基本としつつ、亜急性・亜慢性及び急性影響を捉えた知見も活用

することとした。上述の内容を図表 1-7のとおり整理した。 

 

図表 1-7 MicPの有害性評価における基本的な考え方 

慢性／ 

急性 
MicP の有害性評価における基本的な考え方 

対応する 

試験ガイドラインの例 

慢性 

· 慢性影響を扱う TG に準拠する等、慢性影響を捉えた

知見。急性影響よりも優先して使用 

· NOEC 又は LOEC を主に使用するが、E(L)C50 が算出さ

れており、かつ専門家判断により E(L)C50 の使用が

適切な場合はその使用を検討 

• 魚類：OECD TG 210 

• 甲殻類：OECD TG 211 

• 二枚貝類： OECD TG 242* 

*:TG242 は巻貝 

急性 

· 急性影響を扱う TG に準拠する等、急性影響を捉えた

知見 

· EC50 又は LC50 を主に使用するが、個別の専門家判

断により NOEC又は LOECの使用が適切な場合は NOEC

又は LOEC の使用を検討 

· E(L)C50 は判別可能なようにしたうえで換算等をせ

ずに、そのまま図示 

• 魚類：OECD TG 203 

• 甲殻類：OECD TG 202 

亜急性 

・亜慢性 

· 急性よりも長期影響をみているものの慢性影響を捉

えているか判断できないデータ全体を亜急性・亜慢

性と整理 

· 個別のデータごとに適切な毒性指標を選択し図示 

－ 

 

  



 

 

11 

 文献等の調査（査読対象文献の抽出及び整理） 

 作業方針 

 査読対象とすべき文献の母集団の設定（事務局） 

査読対象とする学術文献を漏れなく抽出するため、複数の無料文献検索サービス

（PubMed4、J-GLOBAL5）を使い、2000年以降に公開されたMicPに関する学術論文（有

害性影響以外の文献も含む）を網羅的に検索した。検索の際に用いたキーワードは図表 1-8

の通りとし、全て OR 条件で検索を行った。 

 

図表 1-8 検索時のキーワード 

マイクロプラスチック関連 プラスチック破片関連 

Microplastic 

Microplastics 

micro plastic 

micro plastics 

micro-sized plastic 

micro-sized plastics 

micro sized plastic 

micro sized plastics 

plastic microparticle 

plastic microparticles 

plastic microsphere 

plastics microsphere 

plastic particle 

plastic particles 

plastic debris 

 

 文献の分類（事務局） 

（a）で示した母集団（約 18,000報）の中から、MicPの水生生物への影響を評価している

文献のスクリーニングを行った。具体的には、文献のタイトルとアブストラクトから読み取

れる範囲で判断を行い、図表 1-9 に示す 3 つの類型（ア：水中に MicP のみを添加してい

る試験、イ：水中にMicPと化学物質を同時に添加している試験、ウ：底質にMicPを添加

している試験）に分類した。 

 

図表 1-9 文献の分類 

 
4 https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/ 
5 https://jglobal.jst.go.jp/ 

水中にMicPを添加した試験
(個/L、mg/L)

底質にMicPを添加した試験
(個/g、mg/g)

MicPのみを
添加している試験

化学物質とMicPの
複合ばく露を行っている試験MicPの毒性試験

添加剤が含まれるMPsを使用している試験もあり

重金属や農薬等の化学物質とMPsの複合ばく露を行っている試験
（例：MPs単独ばく露、Cd単独ばく露、MPs+Cdばく露の比較）

・・・ア（約670報）

・・・イ（約280報）

・・・ウ（約130報）

甲殻類

魚類

その他
(二枚貝)
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 調査結果 

類型（ア）を対象として、文献のタイトル、アブストラクトから、生物種、MicPの粒径、

エンドポイント等の情報を可能な限り読み取って整理した。一部の文献については、文献を

個別に取り寄せて中身を確認した。タイトル又はアブストラクトから、「マイクロサイズの

粒子を使用している」かつ、「魚類、甲殻類、二枚貝類を対象としている」かつ、「個体群の

維持に関わる有害な影響あり」と判断できる文献のうち、「令和 4年度海洋プラスチックご

みによる生物・生態系影響把握等業務」又は「令和 5 年度海洋プラスチックごみによる生

物・生態系影響把握等業務」で査読済みの文献や、日本語・英語以外の文献は今年度の査読

から除外した。 

仕分けの結果、アイウのそれぞれに分類された文献数（過年度累計）は、それぞれ約 670

報、280報、130報であった。詳細を（a）-（c）に示す。 

 

 水中添加試験について（水中経路での MicP 粒子による影響） 

文献数は約 670 報、そのうち魚類、甲殻類、二枚貝類を扱った文献数は図表 1-9 のとお

り。抽出した文献について査読を行った結果を 1.2.5項に示す。査読対象文献リストは別添

のとおり（1.4.1節）。 

 

 ベクター効果について（添加剤や環境中でマイクロプラスチックに吸着した化学物質

による影響やそれらの複合的な影響） 

ベクター効果に該当する文献は令和 4 年度から累計で約 280 報であり、アイウのいずれ

かに分類された文献全体の約 26％であった。 

ベクター効果について、収集した情報をもとに別添 1.4.2のとおり整理した。 

 

 底質経路でのばく露、水柱でのばく露について（一般的な水中経路以外での MicP に

よる影響） 

底質経路ばく露に該当する文献は令和 4 年度から累計で約 130 報であり、アイウのいず

れかに分類された文献全体の約 12％であった。一部の MicP は底質に沈降するとのヒアリ

ング結果もあり、将来的には底質経路のばく露を検討する必要があると考えられる。このほ

かにも、水柱に局所的にMicPが滞留するとの研究結果も報告されており、滞留しやすい水

深に生息する生物に留意する必要があると考えられる。 

一般的な水中経路以外での MicP による影響について検討を開始するにあたり、今年度

は、底質への沈降及び水柱への滞留に関わる知見をもつ有識者へのヒアリングを行った。結

果は令和 6年度ばく露等評価分科会の検討結果に関する報告 1.6節のとおり。 

 



 

 

13 

 文献等の査読（採用困難データの区別） 

 作業方針 

・査読準備：個表の作成（事務局） 

1.2.4節で抽出した文献に関して、事務局が個表を作成した。個票の整理項目及び記入要綱を図表 1-10に示す。 

 

図表 1-10 個表の整理項目及び記入要綱 

入力項目 選択式 
データ 
形式 

入力 
必須 

入力要領 

実験
条件 

粒子の 
取得方法 

 文字列  ・実験に使用している粒子の取得方法を記入してください。 
 
例）標準品購入(購入社名)、自身で作成(作成方法)、実環境中から採取、製品から抽出 等 

粒径 

下限 
 数値  ・文献に記載されている粒径はまずは当該項目に記入してください。 

・実測値が示されている場合は実測値を優先してください。 
・粒径が範囲で示されている場合は下限値を入力してください。 

上限  数値  ・粒径が範囲で示されている場合は上限値を記入してください。 

標準偏差  数値  ・文献に示されていれば入力してください。 

算術平均値  数値  ・文献に示されていれば入力してください。 

中央値  数値  ・文献に示されていれば入力してください。 

単位 
選択 文字列 必須 ・「mm」、「μm」、「nm」より、文献に記載の単位を選択してください。 

・文献中に粒径の記載がなければ、「-」を選択してください。 

素材 

 
選択 文字列 必須 ・「PS（ポリスチレン）」、「PE（ポリエチレン）」、「PP（ポリプロピレン）」、「PET（ポリエチレンテレフタレー

ト）」、「PVC（ポリ塩化ビニル）」、「その他」より選択してください。 
・文献中に素材の記載がなければ、「-」を選択してください。 

その他の 
場合 

 文字列  
・素材が「その他」の場合、こちらに具体的な素材名を記入してください。 

形状 

 
選択 文字列 必須 ・「球状（sphere等）」、「破片状（particle, fragment 等）」、「繊維状（fiber等）」、「その他」より

選択してください。 
・文献中に素材の記載がなければ、「-」を選択してください。 

その他の 
場合 

 文字列  
・形状が「その他」の場合、こちらに具体的な形状を記入してください。 
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入力項目 選択式 
データ 
形式 

入力 
必須 

入力要領 

備考 

 文字列  ・マイクロプラスチックの粒子情報について特記事項があれば記入してください。 
 
例） 
- 標準品を購入した場合の助剤の有無 
- 粒子の前処理方法（実験前に粒子に吸着している化学物質等を取り除く作業を行っている等） 
- 粒子の表面処理に関して（アミノ基やカルボキシル基等が置換されている粒子を用いている等） 
- 実測濃度測定の有無（実験中に粒子の濃度を測定している等） 

供試生物  文字列  ・供試生物を原文ママ（英語名）で記入してください。  

設定 
濃度 

(重量) 

濃度 

 数値  ・重量濃度の値を記入してください。 
・対照区（コントロール区）が設定されている場合は「0」も記入してください。 
・複数濃度区の場合は、カンマ+半角スペース区切りで記入してください。 
 
例） 
0, 10, 100, 10000, 100000 

単位 
選択 文字列 必須 ・「ng/L」、「μg/L」、「mg/L」、「g/L」「その他」より選択してください。 

・文献中に重量濃度の記載がなければ、「-」を選択してください。 

 
その他
の場合 

 文字列  
・単位が「その他」の場合、こちらに単位を記入してください。 

設定 
濃度 

(個数) 

濃度 

 数値  ・文献に個数濃度が示されている場合は記入してください。（示されていない場合は不要です） 
・対照区（コントロール区）が設定されている場合は「0」も記入してください。 
・複数濃度区の場合は、カンマ+半角スペース区切りで記入してください。 
・指数表示が必要な場合は、指数表示での記入でも構いません。（例：1.5E+09, 2.0E+10 等） 
 
例） 
0, 10, 100, 10000, 100000 

単位 
 文字列 必須 ・文献に示されている単位を記入してください。 

・文献中に個数濃度の記載がなければ、「-」を選択してください。 

ばく露 
期間 

値  数値  ・有意差ありの影響が検出された時点のばく露期間（日数等）を記入してください。 

単位  文字列  ・文献に示されている単位を記入してください。 
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入力項目 選択式 
データ 
形式 

入力 
必須 

入力要領 

備考 

 文字列  ・実験条件について特記事項があれば記入してください。 
 
例） 
- 換水の頻度 
- 実験中の粒子の分散・撹拌方法（実験中にばく露濃度を一定に保つ努力がなされている等） 
- 供試生物について（入手方法、性別、サイズ、齢、馴致、繰り返し数※1等） 
※1：濃度区毎の供試生物数、濃度区毎の水槽の数、等 

実験
結果 

有意差が 
確認された 
影響 

 文字列  ・報告された影響のうち有意差が確認された個体レベルの影響を記入してください。 
 
【個体レベルの影響について】 
（該当の例） 
死亡率の上昇、生殖毒性（受精率の低下、ふ化率の低下）、成長・発達阻害、奇形、行動異常、遊泳
速度の低下、同化効率の低下、摂食障害、吸収効率の低下、心拍数の低下、組織学的所見※2 等 
※2：肝臓等の組織に係る異常所見も収集対象の影響とします 

 
（非該当の例） 
遺伝子発現等（判断に困る場合には、収集はしていただき、査読シートの入力項目「分科会に諮るべきポイ
ント」等に判断に困る旨の記載をお願いいたします）  

有意差
が確認さ
れた最小
濃度区 

NOEC等 

必須、
選択 

文字列  ・実験結果については、EC50(50%影響濃度)、MATC(最大許容濃度)等、リスク評価の有害性値として
採用可能な様々な表現方法がありますが、ここでは「有意差が確認されなかった最大濃度区」つまり「Ｎ
OEC」を優先的に記入ください。 
・論文中に LOEC/NOEC 以外の毒性値の表現（例：LC50、EC50 等）がなされている場合は、後段の
備考欄に記入ください。 

不等号 

必須、
選択 

文字列  ・必要に応じて不等号を記入してください。不等号の付与のパターンとして以下の 2通りが考えられます。 
 
例１）0, 1, 10, 100 mg/L のコントロール区＋3濃度区で試験を行ったが、最高濃度区の 100 mg/L
でも有意な影響が見られなかった  →NOEC≧100、LOEC>100 だが前述のルールに従い、LOEC
（後者）を採用 

例２）0, 1, 10, 100 mg/L のコントロール区＋3濃度区で試験を行ったところ、最低濃度区の 1mg/L
で有意な影響が見られた  →NOEC<1、LOEC≦1だが、前述のルールに従い、LOEC（後者）を採用 
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入力項目 選択式 
データ 
形式 

入力 
必須 

入力要領 

値 

 数値  ・基本的には重量濃度の記入をお願いします。個数濃度しか記載がない場合は個数濃度を記入してくださ
い。個数濃度の場合、単位は「その他」とし、「その他の場合」に個数濃度の単位を記載してください。 
・有意差が出た最小濃度区を記入してください。 
・上記不等号の説明のとおり、最大濃度でも有意な影響が見られなかった場合は当該「値」欄には最大濃度
を記入し、不等号「>」を入力してください。 
・有効桁数を表示してください。（例：1.0 mg/L） 

単位 

選択 文字列 必須 ・「ng/L」、「μg/L」、「mg/L」、「g/L」、「その他」より選択してください。 
・個数濃度しか記載がない場合、単位は「その他」とし、「その他の場合」に個数濃度の単位を記載してくださ
い。 
・文献中に重量濃度の記載がなければ、「-」を選択してください。 

 
その他
の場合 

 文字列  
・単位が「その他」の場合、こちらに単位を記入してください。 

備考 
(LC50、EC50 等 

あれば) 

 文字列  ・実験結果について特記事項があれば記入してください。 
 
例） 
・LC50、EC50 等の他の統計値 
・用量応答関係の有無 
・その他備考 

査読
結果 

採用 
困難 
フラグ 

 
選択 文字列  ・マイクロプラスチックのリスク評価を行うにあたり、その有害性値の一つとして採用するのは困難と判断した場合

は「✕」を選択してください。 
・判断にあたっては「有害性データの信頼性を考える際の観点」を参考にしてください。 

左記の理由  文字列  ・上記で×を選択した場合、その理由を記入してください。 

分科会に諮るべき 
ポイント 

 文字列  
・文献全体を通じて、分科会に諮るべきポイントがあれば記入してください。 

備考  文字列  ・査読結果について特記事項があれば記入してください。査読時のメモとして使って頂くことができます。 

入力・更新日 
 文字列 必須 ・エクセルに入力・更新した日付を記入してください。 

・事務局や他の先生方との協議を踏まえて修正等を行った場合は、修正した最新の日時を入力ください。 

連絡欄 
 文字列  ・事務局⇔担当査読者、他の査読者⇔担当査読者の連絡欄として使用してください。 
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 査読の実施及び結果 

・査読の実施：委員 

査読の結果、令和 6年度に新たに査読対象に追加された文献 60報のうち、採用困難では

ないと判断されたものは 28報であった。なお、令和 4年度収集分からの査読対象文献の総

数（魚類、甲殻類及び二枚貝類）とその採用困難／困難ではないの内訳は図表 1-11のとお

り。 

 

図表 1-11 令和 4～6年度までに査読した有害性データの内訳 

年度 文献数 

査読実施文献 採用困難ではないと判断された文献 

令和 4 年度 

（魚類、甲殻類のみ） 
30 10 

令和 5 年度 135 70 

令和 6 年度 60 28 

合計 225 108 

 

査読の結果、令和 6 年度までに採用困難ではないと判断された計 108 報のうち、複数濃

度区で実施されている文献を母集団として、1.2.6節以降の質の区別に関わる査読を行った。 

 

 文献等の査読（質の区別） 

 作業方針 

有害性データの質の判定にあたり、質の区別「○」の抽出を優先して作業を行った。具体

的には、令和 4～6年度（第 2回分科会まで）において採用困難としたものを除き、1濃度

区試験ではないものを質の区別作業対象とし、この中から相対的にデータの信頼性が高く、

定量性があるものを区分「○」とした。作業手順は以下のとおり。 

 

作業手順： 

[1] 作業の効率化のため、事務局にて実験条件の該非を整理し○候補案を抽出 

[2] 候補案について、複数名の有害性評価分科会委員にて○△×の一次判定を実施 

[3] 一次判定をもとに有害性評価分科会にて議論し、最終判定を決定 

 

委員による査読の効率化のため、事務局にて事前準備を行った。具体的には、文献に記載

されている個別の実験条件について「文献査読時の留意点」に対する該非を整理のうえ、そ

の結果をもとに「定量的に影響レベルが確認できると考えられるデータ：質の区別○」の候

補案（以降、「○候補」とする。）を抽出した。実験条件の整理に用いた表を図表 1-12に示

す。○候補の抽出にあたっては、凝集しやすいMicPの性質を考慮し、定量性の担保をする

ため「ばく露期間中に試験液の実測が行われているもの」又は「エアレーションやばく露開

始前の超音波処理等によりMicPの分散を行っているもの」を条件とした。また、これに加



 

 

18 

えて、より広く○候補を抽出する目的から、バリデーションが行われている「標準試験法に

準拠している」実験も○候補とした。 

 

図表 1-12 質の区別に関わる実験条件整理表 兼 査読シートの入力要領（事務局欄） 

入力項目 選択式 入力要領 

事
務
局
記
入
欄 

作

業

対

象

抽

出 

RX 年度採用／不採用 選択 R4-R6 年度の初回査読において採用困難であったか否かを記入。 

エンドポイントの区分 自由記述 エンドポイント区分をⅠまたはⅡで記入（採用困難レコードは記入して

いない場合有り）。 

1 濃度区 選択 1 濃度区試験なら 1 を記入。 

特記事項（除外など） 自由記述 特記事項を記入。 

質の区分作業対象 選択 

 

「採用困難ではない」かつ「1 濃度区ではない」かつ「エンドポイント区

分Ⅰ」を抽出して、条件に適合する場合、作業対象のレコードに「○」

を付与。 

○候補（案） 自由記述 実験条件の Y/N/NA の整理結果から、以下に適合するレコードを機械的に

選び、○候補を選出 

・○候補（実測あり 又は 分散あり） 

・○候補（TG 準拠 かつ 実測なし かつ 分散なし） 

 

慢性／急性 選択 慢性／急性について、以下の条件で機械的に整理。 

・甲殻類は 48 時間以内を急性、48 時間超～21 日未満を亜急性、21 日以

上を慢性として機械的に付与（魚類は急性：≦96 時間、亜急性：96 時間

＜40 日、慢性：≧40 日） 

■

【 1

】、

【 2

】

Mic

Pに

関

わ

ら

な

い

実

験

条

件 

【1】TG への準拠が明記されているか 

 Y/N/NA 選択 TG 準拠が明記されていれば Y（実際の個別の実験条件について、TG 適合

しているかは未確認） 

【2】TG 準拠が明記されていない場合、以下の条件が適切か 

 【2-1】コントロール

区が設定されている

か 

自由記述 個表から設定濃度を転記 

 Y/N/NA 選択 設定濃度に 0 があれば Y 

 【2-2】コントロール

区で影響が出ていな

いか 

自由記述 影響有無について特記事項あれば記載 

 Y/N/NA 選択 影響ありの記述なければ Y 

 【2-3】結果の統計処

理が適切に行われて

いるか 

自由記述 論文記載の統計情報を転記 

 Y/N/NA 選択 統計処理をしていれば＆手法の記載があれば Y 

 【2-4】複数濃度で試

験が行われているか 

自由記述 個表から設定濃度を転記 

 Y/N/NA 選択 複数濃度なら Y 

 【2-5】再現性がある

か（繰り返し数が十分

にあるか） 

自由記述 繰り返し数（試験区あたりの連数、1 容器あたりの個体数等）を記載 
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入力項目 選択式 入力要領 

 Y/N/NA 選択 TG を参考に機械的に Y／N／NA を整理。 

（甲殻類なら 2 連／試験区、5 個体／容器※以上であれば：Y 

いずれかがそれ未満なら NA。魚類なら、急性試験は 1 連／試験区、7 尾／

容器、慢性試験は 4 連／試験区、60 卵／容器以上※なら Y,それ未満な

ら NA。）（※TG202、TG211TG203,TG210 の推奨 replicates と個体数を参

考に設定した値。実際は供試生物やライフステージ、その他の試験条件

により繰り返し数が十分かどうかは大きく異なると考えられるが、あく

まで機械的な作業として実施） 

 【2-6】生物種が一般

的か 

自由記述 供試生物を個表から転記 

 Y/N/NA 選択 機械的に、OECD TG の推奨種であれば Y,そうで無ければ NA 

（甲殻類なら Daphnia sp、魚類なら以下が推奨種。 

Danio rerio (zebra fish)、Pimephales promelas (Fathead minnow) 

Cyprinus carpio (Carp)、Oryzias latipes (Japanese Medaka) 

Poecilia reticulata (Guppy)、Lepomis macrochirus (Bluegill) 

 【2-7】生物のライフ

ステージに対するば

く露期間は適正か 

自由記述 ばく露期間を個表から転記 

 Y/N/NA 選択 機械的に、TG 記載のライフステージとばく露期間をベースに Y/N/NA を整

理 

例：211 なら、Daphina の 24時間以内齢かつ 2 世代以降の幼体を使って

いる＆ばく露期間が 21 日なら Y 

・そうでなければ【NA】（例：そもそも TG 準拠でないなら NA,TG 準拠で

も生物種や齢、ばく露期間が TG の設定機関ではないなら NA） 

 【2-8】結果の測定方

法の記載が明確か（追

試可能か） 

自由記述 特記事項あれば記入 

 Y/N/NA 選択 Material and Methods に影響の有無の観察・測定方法が記載されていれ

ば【Y】、記載がない【N】、判断がつかない場合は【NA】 

■

【 3

】

Mic

Pに

関

わ

る

実

験

条

件 

    

【3-1】粒子の実測濃度が報告されているか  記載があれば Y と

し、具体的な内容

を記入。 

 

【3-2】粒子の前処理についての記載はあるか（購入品の場合、分散液の中の分散剤や界面活

性剤、防腐剤等を除去しているか） 

【3-3】粒子の分散・撹拌方法についての記載はあるか 

【3-4】粒子の粒径が報告されているか（範囲、中央粒径、分布等） 

具体的な測定結果：範囲、中央粒径、分布等 

【3-5】粒子の形状が報告されているか 

【3-6】粒子の素材が報告されているか 

【3-7】粒子の取得方法が報告されているか（再入手・再調製可能か、実環境中で採取したも

のか） 

【3-8】化学的な表面処理のない粒子を使用しているか 

 

上記の手順にて抽出した○候補案について、複数名の委員による一次判定を行ったの

ち、一次判定をもとに議論を行い分科会における最終判定を決定した。 
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 質の区別：査読結果 

質の区別にあたり、1.2.6（1）節に示した方針にそって査読を行った。最終的に本有害

性評価分科会において○に区別された文献及びレコード数の内訳は図表 1-13のとおり。

質の区別○の慢性影響、亜急性・亜慢性、急性影響、質の区別△のデータの概要を次頁次

頁以降に示す（1.2.6（2）①②③及び④節）。 

 

図表 1-13 査読結果と該当する有害性データの内訳 

生

物  

採用困難では 

ない 

質の区別作業

対象※1 
○候補※２ 質の区別：○ 質の区別：△※3 

文献 
レコー

ド(a) 
文献 

レ コ

ード 
文献 

レ コ

ード 
文献 

レコード 

(b1) 

割合 

(b1/a) 
文献 

レコード 

（b2) 

割合 

(b2/a) 

魚

類 
49 118 13 23 5 7 5 

5 

(慢性 0, 

亜急性・亜慢性 5, 

急性 0) 

4％ 44 113 96％ 

甲

殻

類 

43 97 26 60 11 29 6 

15 

(慢性 12, 

亜急性・亜慢性 0, 

急性 3) 

15％ 37 82 85％ 

二

枚

貝

類 

16 57 4 9 2 4 2 

4 

(慢性 0, 

亜急性・亜慢性 4, 

急性 0) 

7％ 14 53 53％ 

合

計 
108 272 43 92 18 40 13 24 9％ 95 248 91％ 

※1 採用困難ではないかつ複数濃度区実験 

※2 実測/分散手順の記載あり又は標準試験法に準拠 

※3 「採用困難ではない」から「質の区別：○」を除したもの 
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① 質の区別「○」かつ慢性影響の有害性データ 

質の区別「○」かつ慢性影響を捉えた知見を図表 1-14に示す。なお慢性影響について得られた知見は甲殻類のみであった。 

 

図表 1-14 質の区別「○」、慢性影響の有害性データ（甲殻類） 

文献情報 実験条件 実験結果6 

文献 

No. 

レコー

ド 

No. 

著者 

粒子の 

取得 

方法 

粒径 

（µm） 
素材 形状 

供試 

生物 

設定濃度 

ばく

露 

期間 

確認された 

影響 

重量濃度（µg/L） 個数濃度（個/m3） 

重量 

濃度 

（µg/L） 

個数 

濃度 

（個

/m3） 

不等

号 
NOEC LOEC 

不等

号 
NOEC LOEC 

R6_P-

1220 

R6_10 An G e

t al. 

(2024) 

購入 1～80 PLA 破 片

状 

Daphnia

 magna 

0,1.0E+0

3,5.0E+03 

 21 日 総産仔数 - 1.E+03 5.E+03 - 3.E+07 1.E+08 

R6_P-

0471 

R6_41 Yin J 

et al.

 ( 2 0 2

4) 

購入 32～38 PE 明 記

なし 

Daphnia

 magna 

0,4.0E+0

2,2.0E+0

3,1.0E+04 

 21 日 総産仔数 - 4.E+02 2.E+03 - 2.E+07 1.E+08 

R6_P-

0471 

R6_44 Yin J 

et al.

 ( 2 0 2

4) 

購入 32～38 PE 明 記

なし 

Scaphol

eberis 

kingi 

0,4.0E+0

2,2.0E+0

3,1.0E+04 

- 21 日 総産仔数 > 1.E+04 1.E+04 > 5.E+08 5.E+08 

R5_6 R5_159 Peixot

o et a

l. (20

19) 

購入 1～5 Thermose

t amino 

formalde

hyde pol

ymer 

球状 Artemia

 franci

scana 

0,4.0E+0

2,8.0E+0

2,1.6E+03 

- 44 日 総産仔数  < 4.E+02 4.E+02 < 3.E+10 3.E+10 

R5_7 R5_254 Jaikum

ar et 

al. (2

019) 

購入 1～5 PS 球状 Daphnia

 magna 

- 0,1.0E+

08,1.0E

+09,1.0

21 日 総産仔数 - 1.E+00 1.E+01 - 1.E+08 1.E+09 

 
6 文献に個数と重量のどちらか一方しか値がない場合は、形状は球状、密度は素材の密度（PE:0.92, PET:1.38, PP:0.9, PS:1.04, PVC:1.4, その他:1）、粒径は上限

と下限の平均値として両者を換算（換算値は斜体）、また、査読シートには LOECを中心に記載していただいたため、NOECは設定濃度から事務局が読み取った

値。 
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文献情報 実験条件 実験結果6 

文献 

No. 

レコー

ド 

No. 

著者 

粒子の 

取得 

方法 

粒径 

（µm） 
素材 形状 

供試 

生物 

設定濃度 

ばく

露 

期間 

確認された 

影響 

重量濃度（µg/L） 個数濃度（個/m3） 

重量 

濃度 

（µg/L） 

個数 

濃度 

（個

/m3） 

不等

号 
NOEC LOEC 

不等

号 
NOEC LOEC 

E+10,1.

0E+11 

R5_7 R5_255 Jaikum

ar et 

al. (2

019) 

購入 1～5 PS 球状 Daphnia

 pulex 

- 0,1.0E+

08,1.0E

+09,1.0

E+10,1.

0E+11 

21 日 ３腹目までの

産仔数 

< 1.E+00 1.E+00 < 1.E+08 1.E+08 

R5_7 R5_256 Jaikum

ar et 

al. (2

019) 

購入 1～5 PS 球状 Cerioda

phnia d

ubia 

- 0,1.0E+

08,1.0E

+09,1.0

E+10,1.

0E+11 

7 日 ３腹目までの

産仔数 

< 1.E+00 1.E+00 < 1.E+08 1.E+08 

R5_7 R5_257 Jaikum

ar et 

al. (2

019) 

作成 1～10 PS 破 片

状 

Daphnia

 magna 

- 0,1.0E+

08,1.0E

+09,1.0

E+10,1.

0E+11 

21 日 ３腹目までの

産仔数、総産

仔数 

< 9.E+00 9.E+00 < 1.E+08 1.E+08 

R5_7 R5_258 Jaikum

ar et 

al. (2

019) 

作成 1～10 PS 破 片

状 

Daphnia

 pulex 

- 0,1.0E+

08,1.0E

+09,1.0

E+10,1.

0E+11 

21 日 ３腹目までの

産仔数 

< 9.E+00 9.E+00 < 1.E+08 1.E+08 

R5_7 R5_259 Jaikum

ar et 

al. (2

019) 

作成 1～10 PS 破 片

状 

Cerioda

phnia d

ubia 

- 0,1.0E+

08,1.0E

+09,1.0

E+10,1.

0E+11 

7 日 ３腹目までの

産仔数、総産

仔数 

- 9.E+00 9.E+01 - 1.E+08 1.E+09 

R5_36 R5_262 Schür 

et al.

作成 0.2～60 PS 破 片

状 

Daphnia

 magna 

- 0,8.0E+

07,4.0E

+08,2.0

21 日 致死、繁殖（F

0） 

- 1.E+03 6.E+03 - 8.E+07 4.E+08 
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文献情報 実験条件 実験結果6 

文献 

No. 

レコー

ド 

No. 

著者 

粒子の 

取得 

方法 

粒径 

（µm） 
素材 形状 

供試 

生物 

設定濃度 

ばく

露 

期間 

確認された 

影響 

重量濃度（µg/L） 個数濃度（個/m3） 

重量 

濃度 

（µg/L） 

個数 

濃度 

（個

/m3） 

不等

号 
NOEC LOEC 

不等

号 
NOEC LOEC 

 ( 2 0 2

2) 

E+09,1.

0E+10 
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上述の査読結果を、影響濃度（個数濃度、重量濃度）と粒径で整理した結果を図表 

1-15及び図表 1-16に示す。 

 

 

図表 1-15 質の区別「○」慢性影響の個数濃度プロット（甲殻類） 

（上段：LOEC、下段：NOEC）  
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図表 1-16 質の区別「○」慢性影響の重量濃度プロット（甲殻類） 

（上段：LOEC、下段：NOEC） 
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② 質の区別「○」かつ亜急性・亜慢性 

魚類及び二枚貝類について質の区別「○」かつ亜急性又は亜慢性の影響を捉えた知見が得られた。以下に概要を示す。 

 

・魚類 

魚類における質の区別「○」かつ亜急性・亜慢性の有害性データを図表 1-17に示す。 

 

図表 1-17 質の区別「○」、亜急性・亜慢性の有害性データ（魚類） 

文献情報 実験条件 実験結果 6 

文献 

No. 

レコー

ド 

No. 

著者 

粒子の 

取得 

方法 

粒径 

（µm） 
素材 形状 

供試 

生物 

設定濃度 

ばく

露 

期間 

確認された 

影響 

重量濃度（µg/L） 個数濃度（個/m3） 

重量 

濃度 

（µg/L） 

個数 

濃度 

（個

/m3） 

不等

号 
NOEC LOEC 

不等

号 
NOEC LOEC 

R5_15 R5_1 Zhang 

et al.

 ( 2 0 2

2) 

市販品 5～50 Polyami

de 

破 片

状 

Danio r

erio 

0,1.0E+0

3,1.0E+0

4,2.0E+04 

- 10 日 標準化した体

重 

- 1.E+04 2.E+04 - 6.E+08 1.E+09 

R5_18 R5_6 Liu et

 a l .  

(2022) 

市販品 32～40 PS 球状 Ctenoph

aryngod

on idel

la 

0,1.0E+0

2,1.0E+03 

- 21 日 体重 - 1.E+02 1.E+03 - 4.E+06 4.E+07 

R5_53 R5_72 Chen e

t al. 

(2022) 

市販品 6 PS 球状 Oryzias

 melast

igma 

0,1.1E+0

0,1.1E+0

3,1.1E+05 

0,1.0E+

05,1.0E

+07,1.0

E+09 

14 日 成 長 の 抑 制

（体長） 

> 1.E+05 1.E+05 > 1.E+09 1.E+09 

R4_17 R4_26 Wang J

 e t  a

l. (20

21) 

購入 2 PS 球状 Oryzias

 melast

igma 

0,2.0E+0

0,2.0E+0

1,2.0E+02 

- 150 日 体長、体重 < 2.E+00 2.E+00 < 5.E+08 5.E+08 
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上述の査読結果を、影響濃度（個数濃度、重量濃度）と粒径で整理した結果を図表 1-18

及び図表 1-19に示す。 

 

 

図表 1-18 質の区別「○」亜急性・亜慢性の個数濃度プロット（魚類） 

（上段：LOEC、下段：NOEC） 
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図表 1-19 質の区別「○」亜急性・亜慢性の重量濃度プロット（魚類） 

（上段：LOEC、下段：NOEC） 
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・二枚貝類 

二枚貝類における質の区別「○」かつ亜急性・亜慢性の有害性データを図表 1-20に示す。 

 

図表 1-20 質の区別「○」、亜急性・亜慢性の有害性データ（二枚貝類） 

文献情報 実験条件 実験結果 

文献 

No. 

レコー

ド 

No. 

著者 

粒子の 

取得 

方法 

粒径 

（µm） 
素材 形状 

供試 

生物 

設定濃度 

ばく

露 

期間 

確認された 

影響 

重量濃度（µg/L） 個数濃度（個/m3） 

重量 

濃度 

（µg/L） 

個数 

濃度 

（個

/m3） 

不等

号 
NOEC LOEC 

不等

号 
NOEC LOEC 

R5_1 R5_295 Bringe

r et a

l. (20

20) 

購入 1～5 Proprie

tary Po

lymer 

球状 Crassos

trea gi

gas 

0,1.0E+0

2,1.0E+0

3,1.0E+04 

- 2 4 時

間 

体長 < 1.E+02 1.E+02 < 7.E+09 7.E+09 

R5_1 R5_296 Bringe

r et a

l. (20

20) 

購入 1～5 Proprie

tary Po

lymer 

球状 Crassos

trea gi

gas 

0,1.0E+0

2,1.0E+0

3,1.0E+04 

- 2 4 時

間 

奇形 - 1.E+02 1.E+03 - 7.E+09 7.E+10 

R5_1 R5_297 Bringe

r et a

l. (20

20) 

購入 1～5 Proprie

tary Po

lymer 

球状 Crassos

trea gi

gas 

0,1.0E+0

2,1.0E+0

3,1.0E+04 

- 2 4 時

間 

発育停止 - 1.E+02 1.E+03 - 7.E+09 7.E+10 

R5_5 R5_321 Bringe

r et a

l. (20

22) 

作成 138.6 カ ク テ

ル試料 

(28% HD

PE, 40%

 PP 及び

 32% PV

C) 

破 片

状 

Crassos

trea gi

gas 

0,1.0E+0

2,1.0E+04 

- 2 ヶ月 死亡 < 1.E+02 1.E+02 < 7.E+04 7.E+04 
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上述の査読結果を、影響濃度（個数濃度、重量濃度）と粒径で整理した結果を及びに示す。 

 

図表 1-21 質の区別「○」、亜急性・亜慢性影響の個数濃度プロット（二枚貝類） 

（上段：LOEC、下段：NOEC） 
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図表 1-22 質の区別「○」、亜急性・亜慢性の重量濃度プロット（二枚貝類） 

（上段：LOEC、下段：NOEC） 

 



 

 

32 

③ 質の区別「○」、急性 

・甲殻類 

質の区別「○」かつ急性影響を捉えた知見を図表 1-23に示す。なお急性影響について得られた知見は甲殻類のみであった。 

 

図表 1-23 質の区別「○」、急性の有害性データ（甲殻類） 

文献情報 実験条件 実験結果 6 

文献 

No. 

レコー

ド 

No. 

著者 

粒子の 

取得 

方法 

粒径 

（µm） 
素材 形状 

供試 

生物 

設定濃度 

ばく

露 

期間 

確認された 

影響 

重量濃度（µg/L） 個数濃度（個/m3） 備考 

重量 

濃度 

（µg/L） 

個数 

濃度 

（個

/m3） 

不等

号 
NOEC LOEC 

不等

号 
NOEC LOEC 

R6_P-

1220 

R6_7 An G e

t al. 

(2024) 

購入 1～80 PLA 破 片

状 

Daphnia

 magna 

0,1.3E+0

3,2.0E+0

3,5.0E+0

3,1.0E+0

4,2.0E+04 

- 4 8 時

間 

遊泳阻害又は

死亡 

- 5.E+03 1.E+04 - 1.E+08 3.E+08 EC50= 

16.41mg/

L 

R6_P-

1220 

R6_8 An G e

t al. 

(2024) 

購入 1～80 PET 破 片

状 

Daphnia

 magna 

0,1.3E+0

3,2.0E+0

3,5.0E+0

3,1.0E+0

4,2.0E+04 

- 4 8 時

間 

遊泳阻害又は

死亡 

- 5.E+03 1.E+04 - 1.E+08 2.E+08 EC50= 

18.34mg/

L 

R5_35 R5_185 Au et 

al. (2

015) 

購 入

（青蛍

光ビー

ズ、Cos

p h e r i

c） 

10～27 PE 球状 Hyalell

a aztec

a 

- 0,1.0E+

07,1.0E

+08,1.0

E+09,1.

0 E + 1 0 ,

1.0E+11 

10 日 死亡率 - 3.E+03 3.E+04 - 1.E+09 1.E+10 10d LC50

＝4.64X1

04 個/mL 
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上述の査読結果を、影響濃度（個数濃度、重量濃度）と粒径で整理した結果を及びに示す。 

 

図表 1-24 質の区別「○」急性影響の個数濃度プロット（甲殻類） 

（上段：LOEC、下段：NOEC） 
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図表 1-25 質の区別「○」急性影響の重量濃度プロット（甲殻類） 

（上段：LOEC、下段：NOEC） 
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④ 質の区別「△」の有害性データ 

魚類、甲殻類及び二枚貝類について質の区別「△」と考えられる知見の概要を以下に示す。 

 

・魚類 

魚類における質の区別「△」の有害性データは図表 1-26のとおり。 

図表 1-26 質の区別「△」の有害性データ（魚類） 

文献情報 実験条件 実験結果 6 

文献 

No. 

レコー

ド 

No. 

著者 

粒子の 

取得 

方法 

粒径 

（µm） 
素材 形状 

供試 

生物 

設定濃度 

ばく

露 

期間 

確認された 

影響 

重量濃度（µg/L） 個数濃度（個/m3） 

重量 

濃度 

（µg/L） 

個数 

濃度 

（個

/m3） 

不等

号 
NOEC LOEC 

不等

号 
NOEC LOEC 

R6_P-

0492 
R6_1 

Bucci 

K et a

l. (20

24) 

購入 150～500 PE 
破 片

状 

Pimepha
les pro
melas 

- 

0,1.0E+

05,2.0E

+06 

6 ヶ月 
体長、体色変

化 
- 2.E+03 3.E+04 - 1.E+05 2.E+06 

R6_P-

0492 
R6_2 

Bucci 

K et a

l. (20

24) 

採取 150～500 PE 
破 片

状 

Pimepha
les pro
melas 

- 

0,1.0E+

05,2.0E

+06 

6 ヶ月 奇形 - 2.E+03 3.E+04 - 1.E+05 2.E+06 

R6_P-

0492 
R6_3 

Bucci 

K et a

l. (20

24) 

採取 150～500 PE 
破 片

状 

Pimepha
les pro
melas 

- 

0,1.0E+

05,2.0E

+06 

6 ヶ月 体長 - 2.E+03 3.E+04 - 1.E+05 2.E+06 

R6_P-

0492 
R6_4 

Bucci 

K et a

l. (20

24) 

採取 150～500 PE 
破 片

状 

Pimepha
les pro
melas 

- 

0,1.0E+

05,2.0E

+06 

6 ヶ月 成熟 - 2.E+03 3.E+04 - 1.E+05 2.E+06 

R6_P-

2065 
R6_19 

La Pie

tra A 

et al.

購入 1 PS 球状 
Danio r
erio 

0,1.0E+0

1,1.0E+0

2,1.0E+0

3,1.0E+04 

- 
7 2 時

間 
生存率 > 1.E+04 1.E+04 > 2.E+13 2.E+13 
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文献情報 実験条件 実験結果 6 

文献 

No. 

レコー

ド 

No. 

著者 

粒子の 

取得 

方法 

粒径 

（µm） 
素材 形状 

供試 

生物 

設定濃度 

ばく

露 

期間 

確認された 

影響 

重量濃度（µg/L） 個数濃度（個/m3） 

重量 

濃度 

（µg/L） 

個数 

濃度 

（個

/m3） 

不等

号 
NOEC LOEC 

不等

号 
NOEC LOEC 

 ( 2 0 2

4) 

R6_P-

2065 
R6_21 

La Pie

tra A 

et al.

 ( 2 0 2

4) 

購入 3 PS 球状 
Danio r
erio 

0,1.0E+0

1,1.0E+0

2,1.0E+0

3,1.0E+04 

- 
7 2 時

間 
生存率 > 1.E+04 1.E+04 > 7.E+11 7.E+11 

R6_P-

2196 
R6_23 

Wen S 

et al.

 ( 2 0 2

4) 

購入 10～50 PE 
破 片

状 

Oryzias
 melast
igma 

0,2.0E+02 - 60 日 
体長、体重、死

亡 
> 2.E+02 2.E+02 > 2.E+07 2.E+07 

R6_P-

2196 
R6_25 

Wen S 

et al.

 ( 2 0 2

4) 

購入 100～300 
PLA（ポ

リ乳酸） 

破 片

状 

Oryzias
 melast
igma 

0,2.0E+02 - 60 日 
体長、体重、死

亡 
> 2.E+02 2.E+02 > 5.E+04 5.E+04 

R6_P-

1215 
R6_106 

Tamura

 Y et 

al. (2

024) 

購入 2 PS 球状 

Oryzias
 latipe
s 

0,1.0E+02 
0,2.5E+

10 
28 日 生存 > 1.E+02 1.E+02 > 3.E+10 3.E+10 

R6_P-

2659 
R6_109 

Chu T 

et al.

 ( 2 0 2

4) 

購入 1.1 PS 球状 

Gobiocy
pris ra
rus 

0,1.0E+0

3,1.0E+04 
- 14 日 死亡 > 1.E+04 1.E+04 > 1.E+13 1.E+13 

R6_P-

2659 
R6_110 

Chu T 

et al.

 ( 2 0 2

4) 

購入 1.1 PS 球状 

Gobiocy
pris ra
rus 

0,1.0E+0

3,1.0E+04 
- 14 日 体長、体重 - 1.E+03 1.E+04 - 1.E+12 1.E+13 
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文献情報 実験条件 実験結果 6 

文献 

No. 

レコー

ド 

No. 

著者 

粒子の 

取得 

方法 

粒径 

（µm） 
素材 形状 

供試 

生物 

設定濃度 

ばく

露 

期間 

確認された 

影響 

重量濃度（µg/L） 個数濃度（個/m3） 

重量 

濃度 

（µg/L） 

個数 

濃度 

（個

/m3） 

不等

号 
NOEC LOEC 

不等

号 
NOEC LOEC 

R6_P-

3575 
R6_133 

Sun X 

et al.

 ( 2 0 2

3) 

購入 16.94 PS 球状 

Sebaste
s schle
gelii 

0,2.3E+02 - 15 日 体重増加率 > 2.E+02 2.E+02 > 8.E+07 8.E+07 

R6_P-

3730 
R6_140 

Yang H

 e t  a

l. (20

24) 

購入 5 PS 球状 
Danio r
erio 

0,1.0E+03 - 
7 その

他 
孵化率低下 > 1.E+03 1.E+03 > 1.E+10 1.E+10 

R6_P-

3730 
R6_141 

Yang H

 e t  a

l. (20

24) 

購入 5 PS 球状 
Danio r
erio 

0,1.0E+03 - 
7 その

他 
体長 > 1.E+03 1.E+03 > 1.E+10 1.E+10 

R5_15 R5_2 

Zhang 

et al.

 ( 2 0 2

2) 

購入 5～50 
Polyami

de 

破 片

状 

Danio r
erio 

0,1.0E+0

3,1.0E+0

4,2.0E+04 

- 10 日 

体長、標準化

した体重、孵

化率 

- 1.E+04 2.E+04 - 6.E+08 1.E+09 

R5_15 R5_3 

Zhang 

et al.

 ( 2 0 2

2) 

購入 5～50 
Polyami

de 

破 片

状 

Danio r
erio 

0,1.0E+0

3,1.0E+0

4,2.0E+04 

- 10 日 
標準化した体

重 
- 1.E+03 1.E+04 - 6.E+07 6.E+08 

R5_20 R5_8 

Malafa

ia et 

al. (2

020) 

購入 38.26 PE 
破 片

状 

Danio r
erio 

0,6.2E+0

3,1.3E+0

4,2.5E+0

4,5.0E+0

4,1.0E+05 

0,4.4E+

05,8.8E

+05,1.8

E+06,3.

5 E + 0 6 ,

7.1E+06 

144 時

間 
仔魚生存率 < 6.E+03 6.E+03 < 4.E+05 4.E+05 

R5_28 R5_9 
Zhang 

et al.
購入 2 PS - 

Oryzias
 melast
igma 

0,1.0E+04 - 60 日 
体重、体長、産

仔数 
> 1.E+04 1.E+04 > 2.E+12 2.E+12 
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文献情報 実験条件 実験結果 6 

文献 

No. 

レコー

ド 

No. 

著者 

粒子の 

取得 

方法 

粒径 

（µm） 
素材 形状 

供試 

生物 

設定濃度 

ばく

露 

期間 

確認された 

影響 

重量濃度（µg/L） 個数濃度（個/m3） 

重量 

濃度 

（µg/L） 

個数 

濃度 

（個

/m3） 

不等

号 
NOEC LOEC 

不等

号 
NOEC LOEC 

 ( 2 0 2

1) 

R5_28 R5_10 

Zhang 

et al.

 ( 2 0 2

1) 

購入 10 PS - 

Oryzias
 melast
igma 

0,1.0E+04 - 60 日 
体重、体長、産

仔数 
> 1.E+04 1.E+04 > 2.E+10 2.E+10 

R5_26 R5_15 

Xia et

 a l .  

(2022) 

購入 53～106 PVC 0 

Oryzias
 melast
igma 

0,5.9E+0

2,5.9E+05 

0,1.0E+

06,1.0E

+09 

25 日 催奇形性 > 6.E+05 6.E+05 > 1.E+09 1.E+09 

R5_2 R5_33 

Wang e

t al. 

(2022) 

購入 5 PS 球状 

Paramis
gurnus 
dabryan
us 

0,1.0E+0

2,1.0E+03 
- 21 日 Survival < 1.E+02 1.E+02 < 1.E+09 1.E+09 

R5_2 R5_34 

Wang e

t al. 

(2022) 

購入 5 PS 球状 

Paramis
gurnus 
dabryan
us 

0,1.0E+0

2,1.0E+03 
- 21 日 Weight gain < 1.E+02 1.E+02 < 1.E+09 1.E+09 

R5_2 R5_35 

Wang e

t al. 

(2022) 

購入 5 PS 球状 

Paramis
gurnus 
dabryan
us 

0,1.0E+0

2,1.0E+03 
- 21 日 

Speific weig

ht gain 
< 1.E+02 1.E+02 < 1.E+09 1.E+09 

R5_52 R5_89 

Kim et

 a l .  

(2022) 

購入 14.12 HDPE 
破 片

状 

Danio r
erio 

0,2.0E+04 
0,1.4E+

10 

9 6 時

間 
致死影響 > 2.E+04 2.E+04 > 1.E+10 1.E+10 

R5_52 R5_91 

Kim et

 a l .  

(2022) 

購入 80.32 HDPE 
破 片

状 

Danio r
erio 

0,2.0E+04 
0,7.8E+

07 

9 6 時

間 
致死影響 > 2.E+04 2.E+04 > 8.E+07 8.E+07 



 

 

39 

文献情報 実験条件 実験結果 6 

文献 

No. 

レコー

ド 

No. 

著者 

粒子の 

取得 

方法 

粒径 

（µm） 
素材 形状 

供試 

生物 

設定濃度 

ばく

露 

期間 

確認された 

影響 

重量濃度（µg/L） 個数濃度（個/m3） 

重量 

濃度 

（µg/L） 

個数 

濃度 

（個

/m3） 

不等

号 
NOEC LOEC 

不等

号 
NOEC LOEC 

R5_52 R5_93 

Kim et

 a l .  

(2022) 

購入 121 HDPE 
破 片

状 

Danio r
erio 

0,2.0E+04 
0,2.3E+

07 

9 6 時

間 
致死影響 > 2.E+04 2.E+04 > 2.E+07 2.E+07 

R5_9 R5_112 

De Mar

co et 

al. (2

022) 

購入 10 PS 球状 
Danio r
erio 

- 
0,2.0E+

08 

120 時

間 

ふ化日, 亜致

死影響 
< 1.E+02 1.E+02 < 2.E+08 2.E+08 

R4_19 R4_28 

Yao Zh

ao et 

al. (2

020) 

購入 5 PS 球状 
Danio r
erio 

0,2.0E+0

1,1.0E+02 
- 21 日 体重 < 2.E+01 2.E+01 < 3.E+08 3.E+08 
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図表 1-27 質の区別「△」の個数濃度プロット（魚類） 

（上段：LOEC、下段：NOEC） 
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図表 1-28 質の区別「△」の重量濃度プロット（魚類） 

（上段：LOEC、下段：NOEC） 
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・甲殻類 

質の区別「○」かつ慢性影響を捉えた知見を図表 1-29に示す。なお慢性影響について得られた知見は甲殻類のみであった。 

 

図表 1-29 ①質の区別「○」、慢性影響の有害性データ 

文献情報 実験条件 実験結果 6 

文献 

No. 

レコー

ド 

No. 

著者 

粒子の 

取得 

方法 

粒径 

（µm） 
素材 形状 

供試 

生物 

設定濃度 

ばく

露 

期間 

確認された 

影響 

重量濃度（µg/L） 個数濃度（個/m3） 

重量 

濃度 

（µg/L） 

個数 

濃度 

（個

/m3） 

不等

号 
NOEC LOEC 

不等

号 
NOEC LOEC 

R6_P-

0909 
R6_5 

Pichar

do-

Casale

s B et 

al. 

(2024) 

購入 53～63 PE 球状 
Minuca 
rapax 

0,2.0E+03 - 56 日 死亡率、体重 > 2.E+03 2.E+03 > 2.E+07 2.E+07 

R6_P-

1935 
R6_100 

Silvey

ra GR 

et al. 

(2023) 

購入 1 PS 球状 

Procamb
arus 
clarkii 

- 

0,1.0E+

09,5.0E

+09 

30 日 
体重増加の低

下 
> 3.E+00 3.E+00 > 5.E+09 5.E+09 

R6_P-

1935 
R6_103 

Silvey

ra GR 

et al. 

(2023) 

購入 1 PS 球状 

Leptuca 
pugilat
or 

- 

0,1.0E+

09,5.0E

+09 

30 日 
体重増加の低

下 
- 5.E-01 3.E+00 - 1.E+09 5.E+09 

R6_P-

3052 
R6_114 

De 

Felice 

B et 

al. 

(2024) 

作成 164～ PLA 
破 片

状 

Daphnia 
magna 

0,5.0E+01

,1.0E+02,

1.0E+03,5

.0E+03,1.

5E+04 

- 
48 時

間 
遊泳阻害 > 2.E+04 2.E+04 > 9.E+06 9.E+06 

R5_13 R5_134 

Watts 

et al. 

(2016) 

購入 8 PS 球状 

Carcinu
s 
maenas 

- 

0,1.0E+

09,1.0E

+10 

24 時

間 
死亡 > 3.E+03 3.E+03 > 1.E+10 1.E+10 
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文献情報 実験条件 実験結果 6 

文献 

No. 

レコー

ド 

No. 

著者 

粒子の 

取得 

方法 

粒径 

（µm） 
素材 形状 

供試 

生物 

設定濃度 

ばく

露 

期間 

確認された 

影響 

重量濃度（µg/L） 個数濃度（個/m3） 

重量 

濃度 

（µg/L） 

個数 

濃度 

（個

/m3） 

不等

号 
NOEC LOEC 

不等

号 
NOEC LOEC 

R5_17 R5_138 

Heindl

er et 

al. 

(2017) 

作成 11 PET 
破 片

状 

Parvoca
lanus 
crassir
ostris 

- 

0,1.0E+

10,2.0E

+10,4.0

E+10,8.

0E+10 

5 日 産卵数（減少） - 5.E+03 1.E+04 - 4.E+10 8.E+10 

R5_17 R5_139 

Heindl

er et 

al. 

(2017) 

作成 11 PET 
破 片

状 

Parvoca
lanus 
crassir
ostris 

- 
0,2.0E+

10 
24 日 

集団サイズ減

少 
< 2.E+03 2.E+03 < 2.E+10 2.E+10 

R5_11 R5_140 

Shore 

et al. 

(2021) 

購入 6～8 PS - 
Acartia 
tonsa 

- 
0,1.2E+

09 

5 or 7

日 

コ ペ ポ タ イ

ド：生存率、体

長減少 

親エビ：産卵

数が減少 

< 2.E+02 2.E+02 < 1.E+09 1.E+09 

R5_26 R5_147 

Yu et 

al. 

(2020) 

購入 10～30 PE 0 

Tigriop
us 
japonic
us 

0,1.3E+04 - 14 日 
抱卵率、生残

率 
< 1.E+04 1.E+04 < 3.E+09 3.E+09 

R5_26 R5_149 

Yu et 

al. 

(2020) 

購入 5～20 PA6 0 

Tigriop
us 
japonic
us 

0,1.3E+04 - 14 日 
抱卵率、生残

率 
< 1.E+04 1.E+04 < 1.E+10 1.E+10 

R5_27 R5_150 

Liu et 

al. 

(2022) 

購入 2 PVC 0 
Daphnia 
magna 

0,2.1E+03 - 21 日 

抱 卵 日 数 延

長、抱卵数増

加、脱皮頻度

増加、初回産

仔数低下、総

産仔数低下 

< 2.E+03 2.E+03 < 3.E+11 3.E+11 
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文献情報 実験条件 実験結果 6 

文献 

No. 

レコー

ド 

No. 

著者 

粒子の 

取得 

方法 

粒径 

（µm） 
素材 形状 

供試 

生物 

設定濃度 

ばく

露 

期間 

確認された 

影響 

重量濃度（µg/L） 個数濃度（個/m3） 

重量 

濃度 

（µg/L） 

個数 

濃度 

（個

/m3） 

不等

号 
NOEC LOEC 

不等

号 
NOEC LOEC 

R5_27 R5_151 

Liu et 

al. 

(2022) 

購入 50 PVC 0 
Daphnia 
magna 

0,2.1E+03 - 21 日 
初回産仔数低

下 
< 2.E+03 2.E+03 < 2.E+07 2.E+07 

R5_30 R5_154 

An et 

al. 

(2021) 

購入 40～48 PE 球状 
Daphnia 
magna 

- 
0,3.4E+

09 
21 日 成長、産仔数 > 1.E+05 1.E+05 > 3.E+09 3.E+09 

R5_30 R5_155 

An et 

al. 

(2021) 

作製 17 PE 
破 片

状 

Daphnia 
magna 

- 
0,2.1E+

10 
21 日 

死亡率、成長、

子の数 
< 5.E+04 5.E+04 < 2.E+10 2.E+10 

R5_30 R5_156 

An et 

al. 

(2021) 

作製 34 PE 
破 片

状 

Daphnia 
magna 

- 
0,1.7E+

10 
21 日 死亡率 > 4.E+05 4.E+05 > 2.E+10 2.E+10 

R5_4 R5_157 

Martin

s et 

al. 

(2018) 

購入 1～5 

Thermos

et amino 

formald

ehyde 

polymer 

球状 
Daphnia 
magna 

0,1.0E+02 - 

曝露 2

世代、

影響 4

世代 0 

斃 死  (F0, 

F1) F0 世代

（成長、個体

群増加率 r), 

F1 世代（成

長、初回産卵

日、産稚数、個

体群） 

< 1.E+02 1.E+02 < 7.E+09 7.E+09 

R5_5 R5_158 

Guilhe

rmino 

et al. 

(2021) 

購入 1～5 

Thermos

et amino 

formald

ehyde 

polymer 

球状 
Daphnia 
magna 

0,4.0E+01

,9.0E+01,

1.9E+02 

- 21 日 

成長、全産仔

数、生存仔数、

成長率 

- 4.E+01 9.E+01 - 1.E+10 2.E+10 

R5_8 R5_160 

Lee et 

al. 

(2021) 

購入 1～1.2 PS 球状 

Neomysi
s 
awatsch
ensis 

- 

0,1.0E+

09,5.0E

+09,1.0

E+10,5.

40 日 Survival - 7.E+00 4.E+01 - 1.E+10 5.E+10 
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文献情報 実験条件 実験結果 6 

文献 

No. 

レコー

ド 

No. 

著者 

粒子の 

取得 

方法 

粒径 

（µm） 
素材 形状 

供試 

生物 

設定濃度 

ばく

露 

期間 

確認された 

影響 

重量濃度（µg/L） 個数濃度（個/m3） 

重量 

濃度 

（µg/L） 

個数 

濃度 

（個

/m3） 

不等

号 
NOEC LOEC 

不等

号 
NOEC LOEC 

0E+10,1

.0E+11 

R5_8 R5_161 

Lee et 

al. 

(2021) 

購入 
10 ～

10.35 
PS 球状 

Neomysi
s 
awatsch
ensis 

- 

0,1.0E+

09,5.0E

+09,1.0

E+10,5.

0E+10,1

.0E+11 

40 日 Survival - 6.E+03 3.E+04 - 1.E+10 5.E+10 

R5_8 R5_162 

Lee et 

al. 

(2021) 

購入 1～1.2 PS 球状 

Neomysi
s 
awatsch
ensis 

- 

0,5.0E+

10,1.0E

+11 

40 日 

Number of 

newborn 

juvenil 

female 

> 7.E+01 7.E+01 > 1.E+11 1.E+11 

R5_8 R5_163 

Lee et 

al. 

(2021) 

購入 
10 ～

10.35 
PS 球状 

Neomysi
s 
awatsch
ensis 

- 

0,5.0E+

10,1.0E

+11 

40 日 

Number of 

newborn 

juvenil 

female 

> 6.E+04 6.E+04 > 1.E+11 1.E+11 

R5_9 R5_164 

Eom et 

al. 

(2020) 

購入 1 PS 球状 

Artemia 
francis
cana 

- 

0,1.0E+

06,1.0E

+07,1.0

E+08,1.

0E+09 

30 日 Survival - 5.E-03 5.E-02 - 1.E+07 1.E+08 

R5_9 R5_165 

Eom et 

al. 

(2020) 

購入 3 PS 球状 

Artemia 
francis
cana 

- 

0,1.0E+

06,1.0E

+07,1.0

E+08,1.

0E+09 

30 日 Survival - 1.E-01 1.E+00 - 1.E+07 1.E+08 

R5_9 R5_166 

Eom et 

al. 

(2020) 

購入 6 PS 球状 

Artemia 
francis
cana 

- 

0,1.0E+

06,1.0E

+07,1.0

30 日 Survival - 1.E+00 1.E+01 - 1.E+07 1.E+08 
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文献情報 実験条件 実験結果 6 

文献 

No. 

レコー

ド 

No. 

著者 

粒子の 

取得 

方法 

粒径 

（µm） 
素材 形状 

供試 

生物 

設定濃度 

ばく

露 

期間 

確認された 

影響 

重量濃度（µg/L） 個数濃度（個/m3） 

重量 

濃度 

（µg/L） 

個数 

濃度 

（個

/m3） 

不等

号 
NOEC LOEC 

不等

号 
NOEC LOEC 

E+08,1.

0E+09 

R5_9 R5_167 

Eom et 

al. 

(2020) 

購入 10 PS 球状 

Artemia 
francis
cana 

- 

0,1.0E+

06,1.0E

+07,1.0

E+08,1.

0E+09 

30 日 Survival - 5.E+00 5.E+01 - 1.E+07 1.E+08 

R5_10 R5_170 

Eltems

ah et 

al. 

(2019) 

購入 6 PS 球状 
Daphnia 
magna 

0,5.0E+03

,1.0E+04,

3.0E+04,5

.0E+04,1.

0E+05 

- 15 日 Body length - 1.E+04 3.E+04 - 9.E+10 3.E+11 

R5_10 R5_171 

Eltems

ah et 

al. 

(2019) 

購入 6 PS 球状 
Daphnia 
magna 

0,5.0E+03

,3.0E+04,

1.0E+05 

- 21 日 Body length < 5.E+03 5.E+03 < 4.E+10 4.E+10 

R5_33 R5_180 

Schwar

zer et 

al. 

(2022) 

購入 5.4～6.6 PS 球状 
Daphnia 
magna 

- 

0,5.0E+

08,5.0E

+09 

21 日 体長減少 < 6.E+01 6.E+01 < 5.E+08 5.E+08 

R5_33 
R5_180

b 

Schwar

zer et 

al. 

(2022) 

購入 18～22 PS 球状 
Daphnia 
magna 

- 

0,5.0E+

08,5.0E

+09 

21 日 体長減少   2.E+04 2.E+04   5.E+09 5.E+09 

R5_34 R5_183 

Gray 

et al. 

(2022) 

購入 32～38 

PE、緑蛍

光 ビ ー

ズ 

球状 
Palaemo
n pugio 

0,3.8E+00

,3.8E+01,

3.8E+02 

0,6.3E+

04,6.3E

+05,6.3

E+06 

23 日 死亡率 < 4.E+00 4.E+00 < 6.E+04 6.E+04 
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文献情報 実験条件 実験結果 6 

文献 

No. 

レコー

ド 

No. 

著者 

粒子の 

取得 

方法 

粒径 

（µm） 
素材 形状 

供試 

生物 

設定濃度 

ばく

露 

期間 

確認された 

影響 

重量濃度（µg/L） 個数濃度（個/m3） 

重量 

濃度 

（µg/L） 

個数 

濃度 

（個

/m3） 

不等

号 
NOEC LOEC 

不等

号 
NOEC LOEC 

R5_34 R5_184 

Gray 

et al. 

(2022) 

購入 53～63 

PE、緑蛍

光 ビ ー

ズ 

球状 

Palaemo
netes 
pugio 

0,2.0E+01

,2.0E+02,

2.0E+03 

0,6.3E+

04,6.3E

+05,6.3

E+06 

23 日 死亡率 < 2.E+01 2.E+01 < 6.E+04 6.E+04 

R5_18 R5_188 

Trotte

r et 

al. 

(2021) 

提供 13.03 PS 球状 Daphnia 
magna 

0,1.0E+05 - 19 日 死亡率増加、

体長の減少、

２回目の産子

数の低下 

> 

1.E+05 1.E+05 

> 

8.E+10 8.E+10 

R5_40 R5_195 

Li, et 

al. 

(2021) 

購入 150 PS 球状 

Artemia 
parthen
ogeneti
ca 

0,1.0E+05 - 45 日 成長 < 1.E+05 1.E+05 < 5.E+07 5.E+07 

R5_40 R5_196 

Li, et 

al. 

(2021) 

購入 150 PE 球状 

Artemia 
parthen
ogeneti
ca 

0,1.0E+05 - 45 日 成長 < 1.E+05 1.E+05 < 6.E+07 6.E+07 

R5_43 R5_203 

Kokalj 

et al. 

(2018) 

購入 102.9 PE 
破 片

状 

Daphnia 
magna 

0,1.0E+05 - 
48 時

間 
生存、体長 > 1.E+05 1.E+05 > 2.E+08 2.E+08 

R5_43 R5_204 

Kokalj 

et al. 

(2018) 

採取 63.05 PE 
破 片

状 

Daphnia 
magna 

0,1.0E+05 - 
48 時

間 
生存、体長 > 1.E+05 1.E+05 > 8.E+08 8.E+08 

R5_43 R5_205 

Kokalj 

et al. 

(2018) 

採取 264 PE 
破 片

状 

Daphnia 
magna 

0,1.0E+05 - 
48 時

間 
生存、体長 > 1.E+05 1.E+05 > 1.E+07 1.E+07 

R5_43 R5_206 

Kokalj 

et al. 

(2018) 

採取 247.9 PE 
破 片

状 

Daphnia 
magna 

0,1.0E+05 - 
48 時

間 
生存、体長 > 1.E+05 1.E+05 > 1.E+07 1.E+07 
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文献情報 実験条件 実験結果 6 

文献 

No. 

レコー

ド 

No. 

著者 

粒子の 

取得 

方法 

粒径 

（µm） 
素材 形状 

供試 

生物 

設定濃度 

ばく

露 

期間 

確認された 

影響 

重量濃度（µg/L） 個数濃度（個/m3） 

重量 

濃度 

（µg/L） 

個数 

濃度 

（個

/m3） 

不等

号 
NOEC LOEC 

不等

号 
NOEC LOEC 

R5_43 R5_207 

Kokalj 

et al. 

(2018) 

採取 136.8 PE 
破 片

状 

Daphnia 
magna 

0,1.0E+05 - 
48 時

間 
生存、体長 > 1.E+05 1.E+05 > 8.E+07 8.E+07 

R5_43 R5_210 

Kokalj 

et al. 

(2018) 

採取 102.9 PE 
破 片

状 

Artemia 
francis
cana 

0,1.0E+05 - 
48 時

間 
成長阻害 < 1.E+05 1.E+05 < 2.E+08 2.E+08 

R5_43 R5_211 

Kokalj 

et al. 

(2018) 

採取 63.05 PE 
破 片

状 

Artemia 
francis
cana 

0,1.0E+05 - 
48 時

間 
成長阻害 < 1.E+05 1.E+05 < 8.E+08 8.E+08 

R5_43 R5_212 

Kokalj 

et al. 

(2018) 

採取 264 PE 
破 片

状 

Artemia 
francis
cana 

0,1.0E+05 - 
48 時

間 
成長阻害 < 1.E+05 1.E+05 < 1.E+07 1.E+07 

R5_43 R5_213 

Kokalj 

et al. 

(2018) 

採取 247.9 PE 
破 片

状 

Artemia 
francis
cana 

0,1.0E+05 - 
48 時

間 
成長阻害 < 1.E+05 1.E+05 < 1.E+07 1.E+07 

R5_43 R5_214 

Kokalj 

et al. 

(2018) 

作成 136.8 PE 
破 片

状 

Artemia 
francis
cana 

0,1.0E+05 - 
48 時

間 
成長阻害 < 1.E+05 1.E+05 < 8.E+07 8.E+07 

R5_47 R5_235 

Wang 

et al. 

(2021) 

購入 5 PE 球状 

Litopen
aeus 
vanname
i 

0,5.0E+01

,5.0E+02,

5.0E+03 

0,7.3E+

08,7.3E

+09,7.3

E+10 

48 時

間 
生存率の減少 > 5.E+03 5.E+03 > 7.E+10 7.E+10 

R5_48 R5_237 

Wang 

et al. 

(2021) 

購入 5 PE 球状 
Penaeus 
monodon 

0,2.5E+04

,5.0E+04,

1.0E+05,2

.0E+05,3.

0E+05 

0,3.6E+

11,7.3E

+11,1.5

E+12,2.

9E+12,4

.4E+12 

48 時

間 
死亡率の増加 - 5.E+04 1.E+05 - 7.E+11 1.E+12 
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文献情報 実験条件 実験結果 6 

文献 

No. 

レコー

ド 

No. 

著者 

粒子の 

取得 

方法 

粒径 

（µm） 
素材 形状 

供試 

生物 

設定濃度 

ばく

露 

期間 

確認された 

影響 

重量濃度（µg/L） 個数濃度（個/m3） 

重量 

濃度 

（µg/L） 

個数 

濃度 

（個

/m3） 

不等

号 
NOEC LOEC 

不等

号 
NOEC LOEC 

R5_48 R5_239 

Wang 

et al. 

(2021) 

購入 5 PE 球状 

Marsupe
naeus 
japonic
us 

0,2.5E+04

,5.0E+04,

1.0E+05,2

.0E+05,3.

0E+05 

0,3.6E+

11,7.3E

+11,1.5

E+12,2.

9E+12,4

.4E+12 

48 時

間 
死亡率の増加 - 5.E+04 1.E+05 - 7.E+11 1.E+12 

R5_48 R5_241 

Wang 

et al. 

(2021) 

購入 5 PE 球状 

Lipopen
aeus 
vanamei 

0,2.5E+04

,5.0E+04,

1.0E+05,2

.0E+05,3.

0E+05 

0,3.6E+

11,7.3E

+11,1.5

E+12,2.

9E+12,4

.4E+12 

48 時

間 
死亡率の増加 - 5.E+04 1.E+05 - 7.E+11 1.E+12 

R5_24 R5_261 

Cole 

et al. 

(2015) 

購入 20 PS 球状 

Calanus 
helgola
ndicus 

- 
0,7.5E+

07 
2 日 ふ化率 < 3.E+02 3.E+02 < 8.E+07 8.E+07 

R5_36 R5_263 

Schür 

et al. 

(2022) 

作成 0.2～60 PS 
破 片

状 

Daphnia 
magna 

- 

0,8.0E+

07,4.0E

+08,2.0

E+09,1.

0E+10 

21 日 
致 死 、 繁 殖

（F1） 
- 1.E+03 6.E+03 - 8.E+07 4.E+08 

R5_36 R5_264 

Schür 

et al. 

(2022) 

作成 0.2～60 PS 
破 片

状 

Daphnia 
magna 

- 

0,8.0E+

07,4.0E

+08,2.0

E+09,1.

0E+10 

21 日 
致 死 、 繁 殖

（F2） 
- 1.E+03 6.E+03 - 8.E+07 4.E+08 

R5_36 R5_265 

Schür 

et al. 

(2022) 

作成 0.2～60 PS 
破 片

状 

Daphnia 
magna 

- 

0,8.0E+

07,4.0E

+08,2.0

E+09,1.

0E+10 

21 日 
致 死 、 繁 殖

（F3） 
- 1.E+03 6.E+03 - 8.E+07 4.E+08 
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文献情報 実験条件 実験結果 6 

文献 

No. 

レコー

ド 

No. 

著者 

粒子の 

取得 

方法 

粒径 

（µm） 
素材 形状 

供試 

生物 

設定濃度 

ばく

露 

期間 

確認された 

影響 

重量濃度（µg/L） 個数濃度（個/m3） 

重量 

濃度 

（µg/L） 

個数 

濃度 

（個

/m3） 

不等

号 
NOEC LOEC 

不等

号 
NOEC LOEC 

R5_51 R5_270 

Rani-

Borges 

et al. 

(2023) 

購入 24.5～ PS 球状 

Hyalell
a 
azteca 

- 

0,5.4E+

05,2.7E

+06,5.4

E+06 

7 日 生存 > 4.E+01 4.E+01 > 5.E+06 5.E+06 

R5_53 R5_273 

Sun et 

al. 

(2022) 

購入 5 PS 球状 

Macrobr
achium 
nippone
nse 

0,2.0E+03

,2.0E+04 

0,5.6E+

07,5.8E

+08 

4 週 体重 < 2.E+03 2.E+03 < 6.E+07 6.E+07 

R5_53 R5_274 

Sun et 

al. 

(2022) 

購入 5 PS 球状 

Macrobr
achium 
nippone
nse 

0,2.0E+03

,2.0E+04 

0,5.6E+

07,5.8E

+08 

4 週 
奇形率、ふ化

率、死亡率 
< 2.E+03 2.E+03 < 6.E+07 6.E+07 

R5_54 R5_284 

Kim et 

al. 

(2022) 

購入 1.88 PS 球状 

Tigriop
us 
japonic
us 

0,5.0E+00

,1.0E+02,

1.0E+03,1

.0E+04,1.

0E+05 

0,1.2E+

08,2.3E

+10,2.3

E+11,2.

3E+12,2

.3E+13 

40 日 繁殖 - 1.E+03 1.E+04 - 2.E+11 2.E+12 

R4_1 R4_1 

Jaehee 

Kim et 

al. 

(2021) 

購入 2 PS 球状 

Moina 
macroco
pa 

0,1.0E-

03,1.0E-

02,1.0E-

01,1.0E+0

0, 

1.0E+01,5

.0E+01,1.

0E+02,5.0

E+02 

- 14 日 死亡 - 1.E-02 1.E-01 - 2.E+06 2.E+07 

R4_7 R4_36e 

Rodríg

uez-

Torres 

購入 
13.9 ～

30.3 
PE 球状 

Calanus 
finmarc
hicus 

- 

0,2.0E+

05,2.0E

+07 

6 日 死亡 > 9.E+01 9.E+01 > 2.E+07 2.E+07 
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文献情報 実験条件 実験結果 6 

文献 

No. 

レコー

ド 

No. 

著者 

粒子の 

取得 

方法 

粒径 

（µm） 
素材 形状 

供試 

生物 

設定濃度 

ばく

露 

期間 

確認された 

影響 

重量濃度（µg/L） 個数濃度（個/m3） 

重量 

濃度 

（µg/L） 

個数 

濃度 

（個

/m3） 

不等

号 
NOEC LOEC 

不等

号 
NOEC LOEC 

R et 

al. 

(2020) 

R4_7 R4_36f 

Rodríg

uez-

Torres 

R et 

al. 

(2020) 

購入 
13.9 ～

30.3 
PE 球状 

Calanus 
glacial
is 

- 

0,2.0E+

05,2.0E

+07 

6 日 死亡 > 9.E+01 9.E+01 > 2.E+07 2.E+07 

R4_7 R4_36g 

Rodríg

uez-

Torres 

R et 

al. 

(2020) 

購入 
13.9 ～

30.3 
PE 球状 

Calanus  
hyperbo
reus 

- 

0,2.0E+

05,2.0E

+07 

6 日 死亡 > 9.E+01 9.E+01 > 2.E+07 2.E+07 
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図表 1-30 質の区別「△」の個数濃度プロット（甲殻類） 

（上段：LOEC、下段：NOEC） 
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図表 1-31 質の区別「△」の重量濃度プロット（甲殻類） 

（上段：LOEC、下段：NOEC） 
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・二枚貝類 

質の区別「○」かつ慢性影響を捉えた知見を図表 1-32に示す。なお慢性影響について得られた知見は甲殻類のみであった。 

 

図表 1-32 ①質の区別「○」、慢性影響の有害性データ 

文献情報 実験条件 実験結果 6 

文献 

No. 

レコー

ド 

No. 

著者 

粒子の 

取得 

方法 

粒径 

（µm） 
素材 形状 

供試 

生物 

設定濃度 

ばく

露 

期間 

確認された 

影響 

重量濃度（µg/L） 個数濃度（個/m3） 

重量 

濃度 

（µg/L） 

個数 

濃度 

（個

/m3） 

不等

号 
NOEC LOEC 

不等

号 
NOEC LOEC 

R6_P-

3759 
R6_150 

Abidli

 S et 

al. (2

023) 

購入 40～48 PE 0 

Ruditap
es decu
ssatus 

0,1.0E+0

1,1.0E+0

2,1.0E+03 

- 14 日 総重量 - 1.E+01 1.E+02 - 2.E+05 2.E+06 
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図表 1-33 質の区別「△」の個数濃度プロット（二枚貝類） 

（上段：LOEC、下段：NOEC） 
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図表 1-34 質の区別「△」の個数濃度プロット（二枚貝類） 

（上段：LOEC、下段：NOEC） 
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 有害性評価分科会の開催 

令和 6年度は 7 名の有識者により（1.2.7（1）節）、有害性評価分科会を 4回、書面によ

る文献査読を 5回実施した（1.2.7（2）節）。 

 

 委員名簿 

委員名簿は図表 1-35のとおり。 

 

図表 1-35 有害性評価分科会 委員名簿 

氏  名 

（敬称略、五十音順） 
所     属 

岩崎 雄一 
国立研究開発法人産業技術総合研究所 エネルギー・環境領域 

安全科学研究部門 主任研究員 

大久保 信幸 
国立研究開発法人水産研究・教育機構 水産技術研究所 環境保全部 

グループ長 

大嶋 雄治 

（座長） 
九州大学 名誉教授 

鑪迫 典久 愛媛大学大学院 農学研究科 生物環境学専攻 教授 

羽野 健志 
国立研究開発法人水産研究・教育機構 水産技術研究所 環境保全部 

化学物質グループ 主任研究員 

渡部 春奈 
国立研究開発法人国立環境研究所 環境リスク・健康領域 生態毒性研究室 

主任研究員 

山本 裕史 

（副座長） 
国立研究開発法人国立環境研究所 環境リスク・健康領域 領域長 
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 開催概要 

有害性評価分科会等の開催日程及び議題は、図表 1-36のとおり。 

 

図表 1-36 有害性評価分科会等の開催日程及び議題 

回数 
開催日程 議題 

分科会 査読 

- 1-1 査読：  令和 6年 8月 9～26 日 ・水中添加試験の採用可否に関わる査読（1-1） 

- 1-2 査読：  令和 6年 8月 16～30日 ・水中添加試験の採用可否に関わる査読（1-2） 

第 1 回 - 分科会： 令和 6 年 9 月 2 日 1. 分科会の設置について 

2. 今年度の有害性評価の検討方針について 

3. 査読結果について 

4. 有害性評価における基本的な考え方について 

5. 今後のスケジュールについて 

- 2 査読：  令和 6年 9月 9～30 日 ・水中添加試験の採用可否に関わる査読（2） 

第 2 回 - 分科会： 令和 6 年 10月 7 日 1. 有害性データの質の区別の仕方について 

2. 査読結果について 

3. 今後のスケジュールについて 

- 3 査読：  令和 6年 11 月 27～ 

12 月 6 日 

・質の区別に関わる査読（委員による一次判定） 

第 3 回 - 分科会： 令和 6 年 12月 12 日 1. 第 2 回有害性評価分科会における主なご意見 

2. 有害性データの質の区別について 

3. 委員による判定結果のご説明及び本分科会にお

ける判定について 

4. 今後のスケジュールについて 

- 4 査読：  令和 6年 12 月 25～ 

令和 7 年 1 月 17 日 

・質の区別に関わる査読（委員による一次判定） 

第 4 回 - 分科会： 令和 7 年 1 月 21 日 1. 第 3 回有害性評価分科会における主なご意見 

2. 有害性データの質の区別について（文献査読時の

留意点更新案及び質の区別に関わる考え方） 

3. 委員による判定結果のご説明及び本分科会にお

ける判定について 

3-1. （前回査読分）最終判定結果について 

3-2. （今回査読分）委員による質の区別の判定結果 

4. 今後のスケジュールについて 
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 現状の課題点と今後の検討の方向性(案) 

今年度の検討を通じて見えてきた、現状の問題点と今後の検討の方向性(案)を以下に示す。 

 

現状の課題点 

今後の検討の方向性（案） 

（次年度以降の環境省事業で取組み可能なものに

は【◎】を付与） 

①有害性評価に利用可能な有害性データの数が少

ない 

➢ 現在までに研究例が増えてきているもの

の、有害性評価に資するデータの数が少

ない。 

➢ 実験に要する費用・設備・人員等の不足

（例：一部の魚類慢性試験は流水形式が

推奨されるため、専用設備が必要であり、

費用も高額。大学の研究室では実施困難） 

➢ 研究者の研究目的と行政ニーズの相違 

①有害性データの継続収集及び行政による研究試

験 

➢ 有害性データのさらなる蓄積（文献査読

の継続）及び査読済み有害性データの分

析・考察【◎】 

➢ 行政から研究機関や試験施設、国際機関

等への情報提供や協力要請又は発注等 

➢ 行政ニーズの対外発信【◎】 

②有害性データの質の偏り 

➢ 標準試験法がなく、validation が十分に

された試験法がないために実験ごとにデ

ータの質が様々。 

②有害性データの標準化及び質の区別 

➢ 標準試験法の確立 

➢ 標準試験法を使用しない実験は、引き続

き有害性データの査読に係るルールを活

用しながら質を区別。これと並行して、

適宜有害性データの査読に係るルールの

更新も必要。【◎】 

 ③毒性試験の条件と実環境中のばく露条件の相

違 

➢ 多くの毒性試験は球状のポリスチレンを

使用しているが、実環境中には様々な形

状、素材が存在するほか化学物質を吸着

している場合がある。 

➢ 実環境中では濃度が不均一であり、局所

的に高濃度の箇所が存在する（沿岸の点

源や底質等） 

➢ これまでに水中に浮遊する粒子の影響の

みを整理してきたが実環境中ではばく露

経路が多岐にわたる（底質等） 

②有害性データを実環境へ当てはめる際に考慮す

べき事項の検討 

➢ 化学物質とのベクター効果を扱った有害

性データの収集・整理【◎】    毒性

試験で用いられる MicP の形状及び素材

と実環境中の MicP の比較や試験条件と

実環境中の条件の比較（濃度変化等）。実

環境に近い環境となる試験法の開発又は

実環境へ当てはめる際の換算方法等の検

討等。 

➢ 基本的には慢性影響を捉えた知見を優先

しているが、適宜急性影響を捉えた知見

も参照できるように整理。【◎】 

➢ 水中添加試験とともに底質経路でばく露

させた有害性データも収集・整理を行う

必要【◎】 
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 別添 

 査読対象とした文献一覧 

査読対象とした文献一覧は図表 1-37、図表 1-38及び図表 1-39のとおり。 

 

図表 1-37 査読対象とした文献一覧（令和 4年度収集分） 

文献 No. 論文情報 

R4_魚類_1 Huaxin Gua, Shixiu Wanga, Xinghuo Wangb, Xiang Yua, Menghong Hu Wei Huanga, Youji Wanga, Nanoplastics impair the intestinal 

health of the juvenile large yellow croaker Larimichthys crocea._ J Hazard Mater. 2020 Oct 5;397:122773. doi: 

10.1016/j.jhazmat.2020.122773. Epub 2020 Apr 25. 

R4_魚類_2 Guimarães ATB, Estrela FN, Pereira PS, de Andrade Vieira JE, de Lima Rodrigues AS, Silva FG, Malafaia G., Toxicity of 

polystyrene nanoplastics in Ctenopharyngodon idella juveniles: A genotoxic, mutagenic and cytotoxic perspective._ Sci Total 

Environ. 2021 Jan 15;752:141937. 

R4_魚類_3 Guimarães ATB, Estrela FN, Rodrigues ASL, Chagas TQ, Pereira PS, Silva FG, Malafaia G., Nanopolystyrene particles at 

environmentally relevant concentrations causes behavioral and biochemical changes in juvenile grass carp (Ctenopharyngodon 

idella)._ J Hazard Mater. 2021 Feb 5;403:123864. 

R4_魚類_4 Balasch JC, Brandts I, Barría C, Martins MA, Tvarijonaviciute A, Tort L, Oliveira M, Teles M., Short-term exposure to 

polymethylmethacrylate nanoplastics alters muscle antioxidant response, development and growth in Sparus aurata._ Mar Pollut 

Bull. 2021 Nov;172:112918. 

R4_魚類_5 Teng M, Zhao X, Wang C, Wang C, White JC, Zhao W, Zhou L, Duan M, Wu F., Polystyrene Nanoplastics Toxicity to Zebrafish: 

Dysregulation of the Brain-Intestine-Microbiota Axis._ ACS Nano. 2022 May 4. 

R4_魚類_6 Qiqing Chen, Carina Lackmann, Weiye Wang, Thomas-Benjamin Seiler, Henner Hollert, Huahong Shi, Microplastics Lead to 

Hyperactive Swimming Behaviour in Adult Zebrafish._ Aquat Toxicol. 2020 Jul;224:105521. doi: 10.1016/j.aquatox.2020.105521. 

Epub 2020 May 24. 

R4_魚類_7 Lili Lei, SiyuWu, Shibo Lu, Mengting Liu, Yang Song, Zhenhuan Fu, Huahong Shi, Kathleen M. Raley-Susman, Defu He, Microplastic 

particles cause intestinal damage and other adverse effects in zebrafish Danio rerio and nematode Caenorhabditis elegans._ Sci 

Total Environ. 2018 Apr 1;619-620:1-8. doi: 10.1016/j.scitotenv.2017.11.103. Epub 2017 Nov 11. 

R4_魚類_8 I. Brandts, C. Barría, M.A. Martins, L. Franco-Martínez, A. Barreto, A. Tvarijonaviciute, L. Tort, M. Oliveira, M. Teles, 

Waterborne exposure of gilthead seabream (Sparus aurata) to polymethylmethacrylate nanoplastics causes effects at cellular and 

molecular levels._ J Hazard Mater. 2020 Aug 1;403:123590. doi: 10.1016/j.jhazmat.2020.123590. Online ahead of print. 

R4_魚類_9 Jun Wang, Yuejiao Li, Lin Lu, Mingyi Zheng, Xiaona Zhang, Hua Tian, Wei Wang, Shaoguo Ru, Polystyrene microplastics cause 

tissue damages, sex-specific reproductive disruption and transgenerational effects in marine medaka (Oryzias melastigma)._ 

Environ Pollut. 2019 Nov;254(Pt B):113024. doi: 10.1016/j.envpol.2019.113024. Epub 2019 Aug 7. 
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文献 No. 論文情報 

R4_魚類_10 Rangasamy B, Malafaia G, Maheswaran R., Evaluation of antioxidant response and Na(+)-K(+)-ATPase activity in zebrafish exposed 

to polyethylene microplastics: Shedding light on a physiological adaptation._ J Hazard Mater. 2022 Mar 15;426:127789. 

R4_魚類_11 Chu Wa Mak, Kirsten Ching-Fong Yeung, King Ming Chan, Acute toxic effects of polyethylene microplastic on adult zebrafish._ 

Ecotoxicol Environ Saf. 2019 Oct 30;182:109442. doi: 10.1016/j.ecoenv.2019.109442. Epub 2019 Jul 25. 

R4_魚類_12 Qiang L, Cheng J., Exposure to polystyrene microplastics impairs gonads of zebrafish (Danio rerio)._ Chemosphere. 2021 

Jan;263:128161. 

R4_魚類_13 Umamaheswari S, Priyadarshinee S, Kadirvelu K, Ramesh M., Polystyrene microplastics induce apoptosis via ROS-mediated p53 

signaling pathway in zebrafish._ Chem Biol Interact. 2021 Aug 25;345:109550. 

R4_魚類_14 Umamaheswari S, Priyadarshinee S, Bhattacharjee M, Kadirvelu K, Ramesh M., Exposure to polystyrene microplastics induced gene 

modulated biological responses in zebrafish (Danio rerio)._ Chemosphere. 2021 Oct;281:128592. 

R4_魚類_15 Yang H, Xiong H, Mi K, Xue W, Wei W, Zhang Y., Toxicity comparison of nano-sized and micron-sized microplastics to Goldfish 

Carassius auratus Larvae_ J Hazard Mater. 2020 Apr 15;388:122058. doi: 10.1016/j.jhazmat.2020.122058. Epub 2020 Jan 11. 

R4_魚類_16 Huang JN, Wen B, Xu L, Ma HC, Li XX, Gao JZ, Chen ZZ., Micro/nano-plastics cause neurobehavioral toxicity in discus fish 

(Symphysodon aequifasciatus): Insight from brain-gut-microbiota axis._ J Hazard Mater. 2022 Jan 5;421:126830. 

R4_魚類_17 Wang J, Zheng M, Lu L, Li X, Zhang Z, Ru S., Adaptation of life-history traits and trade-offs in marine medaka (Oryzias 

melastigma) after whole life-cycle exposure to polystyrene microplastics._ J Hazard Mater. 2021 Jul 15;414:125537. 

R4_魚類_18 Huang JN, Zhang Y, Xu L, He KX, Wen B, Yang PW, Ding JY, Li JZ, Ma HC, Gao JZ, Chen ZZ., Microplastics: A tissue-specific 

threat to microbial community and biomarkers of discus fish (Symphysodon aequifasciatus)._ J Hazard Mater. 2022 Feb 15;424(Pt 

D):127751. 

R4_魚類_19 Yao Zhao, Zhiwei Bao, Zhiqing Wan, Zhengwei Fu, Yuanxiang Jin, Polystyrene microplastic exposure disturbs hepatic glycolipid 

metabolism at the physiological, biochemical, and transcriptomic levels in adult zebrafish._ Sci Total Environ. 2020 Mar 

25;710:136279. doi: 10.1016/j.scitotenv.2019.136279. Epub 2019 Dec 27. 

R4_魚類_20 I. Brandts, M. Teles, A. Tvarijonaviciute, M.L. Pereira, M.A. Martine, L. Tort, M. Oliveira, Effects of polymethylmethacrylate 

nanoplastics on Dicentrarchus labrax._ Genomics. 2018 Nov;110(6):435-441. doi: 10.1016/j.ygeno.2018.10.006. Epub 2018 Oct 11. 

R4_甲殻類_1 "Jaehee, Kim; Jae-Sung, Rhee; Jae-Sung, Rhee; Jae-Sung, Rhee, Biochemical and physiological responses of the water flea Moina 

macrocopa to microplastics: a multigenerational study_  August 2021Molecular & Cellular Toxicology 17(4), DOI:10.1007/s13273-

021-00162-5" 

R4_甲殻類_2 De Felice B, Sugni M, Casati L, Parolini M., Molecular, biochemical and behavioral responses of Daphnia magna under long-term 

exposure to polystyrene nanoplastics._ Environ Int. 2022 Jun;164:107264. 

R4_甲殻類_3 Gayathri Jaikumar, Jan Baas, Nadja R. Brun, Martina G. Vijver, Thijs Bosker, Acute sensitivity of three Cladoceran species to 

different types of microplastics in combination with thermal stress._ Environ Pollut. 2018 Aug;239:733-740. doi: 

10.1016/j.envpol.2018.04.069. Epub 2018 May 1. 

R4_甲殻類_4 Koski M, Søndergaard J, Christensen AM, Nielsen TG., Effect of environmentally relevant concentrations of potentially toxic 

microplastic on coastal copepods._ Aquat Toxicol. 2021 Jan;230:105713. 
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R4_甲殻類_5 Ekvall MT, Gimskog I, Hua J, Kelpsiene E, Lundqvist M, Cedervall T., Size fractionation of high-density polyethylene breakdown 

nanoplastics reveals different toxic response in Daphnia magna._ Sci Rep. 2022 Feb 24;12:3109. 

R4_甲殻類_6 Yu SP, Chan BKK., Intergenerational microplastics impact the intertidal barnacle Amphibalanus amphitrite during the planktonic 

larval and benthic adult stages._ Environ Pollut. 2020 Dec;267:115560. 

R4_甲殻類_7 Rodríguez-Torres R, Almeda R, Kristiansen M, Rist S, Winding MS, Nielsen TG., Ingestion and impact of microplastics on arctic 

Calanus copepods._ Aquat Toxicol. 2020 Nov;228:105631. 

R4_甲殻類_8 Zhiquan Liu, Mingqi Cai, Donglei Wu, Ping Yu, Yang Jiao, Qicheng Jiang, Yunlong Zhao, Effects of nanoplastics at predicted 

environmental concentration on Daphnia pulex after exposure through multiple generations_ Environ Pollut. 2020 Jan;256:113506. 

doi: 10.1016/j.envpol.2019.113506. Epub 2019 Oct 29. 

R4_甲殻類_9 Thijs Bosker, Gabri€el Olthof, Martina G. Vijver, Jan Baas, S. Henrik Barmentlo, Significant decline of Daphnia magna 

population biomass due to microplastic exposure._ Environ Pollut. 2019 Jul;250:669-675. doi: 10.1016/j.envpol.2019.04.067. 

Epub 2019 Apr 19. 

R4_甲殻類_10 Ellen Besseling, Bo Wang, Miquel Lürling, and Albert A. Koelmans, Nanoplastic Affects Growth of S.obliquus and Reproduction 

of D.magna_ Environ Sci Technol. 2014 Oct 21;48(20):12336-43. doi: 10.1021/es503001d. Epub 2014 Oct 10. 

R4_甲殻類_1 "Jaehee, Kim; Jae-Sung, Rhee; Jae-Sung, Rhee; Jae-Sung, Rhee, Biochemical and physiological responses of the water flea Moina 

macrocopa to microplastics: a multigenerational study_  August 2021Molecular & Cellular Toxicology 17(4) 
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図表 1-38 査読対象とした文献一覧（令和 5年度収集分） 

文献 No. 論文情報 

R5_魚類_01 Qiang, Liyuan; Cheng, Jinping Exposure to microplastics decreases swimming competence in larval zebrafish (Danio rerio), 

Ecotoxicology and Environmental Safety 2019, 176, 226-233., 10.1016/j.ecoenv.2019.03.088 

R5_魚類_02 Wang, Xianqing; Jian, Shaoqing; Zhang, Shuaishuai; Wu, Di; Wang, Junhua; Gao, Meng; Sheng, Junqing; Hong, Yijiang Enrichment 

of polystyrene microplastics induces histological damage, oxidative stress, Keap1-Nrf2 signaling pathway-related gene 

expression in loach juveniles (Paramisgurnus dabryanus), Ecotoxicology and Environmental Safety 2022, 237, 113540., 

10.1016/j.ecoenv.2022.113540 

R5_魚類_05 Usman, Sunusi; Abdull Razis, Ahmad Faizal; Shaari, Khozirah; Amal, Mohammad Noor Azmai; Saad, Mohd Zamri; Mat Isa, Nurulfiza; 

Nazarudin, Muhammad Farhan Polystyrene Microplastics Exposure: An Insight into Multiple Organ Histological Alterations, 

Oxidative Stress and Neurotoxicity in Javanese Medaka Fish (Oryzias javanicus Bleeker, 1854), International Journal of 

Environmental Research and Public Health 2021, 18, 18, 9449., 10.3390/ijerph18189449 

R5_魚類_06 Dimitriadi, Anastasia; Papaefthimiou, Chrisovalantis; Genizegkini, Eleni; Sampsonidis, Ioannis; Kalogiannis, Stavros; 

Feidantsis, Konstantinos; Bobori, Dimitra C.; Kastrinaki, Georgia; Koumoundouros, George; Lambropoulou, Dimitra A.; Kyzas, 

George Z.; Bikiaris, Dimitrios N. Adverse effects polystyrene microplastics exert on zebrafish heart – Molecular to individual 

level, Journal of Hazardous Materials 2021, 416, 125969., 10.1016/j.jhazmat.2021.125969 

R5_魚類_08 Cong, Yi; Jin, Fei; Tian, Miao; Wang, Juying; Shi, Huahong; Wang, Ying; Mu, Jingli Ingestion, egestion and post-exposure 

effects of polystyrene microspheres on marine medaka (Oryzias melastigma), Chemosphere 2019, 228, 93-100., 

10.1016/j.chemosphere.2019.04.098 

R5_魚類_09 De Marco, Giuseppe; Conti, Gea Oliveri; Giannetto, Alessia; Cappello, Tiziana; Galati, Mariachiara; Iaria, Carmelo; 

Pulvirenti, Eloise; Capparucci, Fabiano; Mauceri, Angela; Ferrante, Margherita; Maisano, Maria Embryotoxicity of polystyrene 

microplastics in zebrafish Danio rerio, Environmental Research 2022, 208, 112552., 10.1016/j.envres.2021.112552 

R5_魚類_10 Im, Jeongeun; Eom, Hyun-Jeong; Choi, Jinhee Effect of Early-Life Exposure of Polystyrene Microplastics on Behavior and DNA 

Methylation in Later Life Stage of Zebrafish, Archives of Environmental Contamination and Toxicology 2022, 82, 4, 558-568., 

10.1007/s00244-022-00924-9 

R5_魚類_11 Stienbarger, Cheyenne D.; Joseph, Jincy; Athey, Samantha N.; Monteleone, Bonnie; Andrady, Anthony L.; Watanabe, Wade O.; 

Seaton, Pamela; Taylor, Alison R.; Brander, Susanne M. Direct ingestion, trophic transfer, and physiological effects of 

microplastics in the early life stages of Centropristis striata, a commercially and recreationally valuable fishery species, 

Environmental Pollution 2021, 285, 117653., 10.1016/j.envpol.2021.117653 

R5_魚類_12 Yin, Liyun; Chen, Bijuan; Xia, Bin; Shi, Xiaotao; Qu, Keming Polystyrene microplastics alter the behavior, energy reserve and 

nutritional composition of marine jacopever (Sebastes schlegelii), Journal of Hazardous Materials 2018, 360, 97-105., 

10.1016/j.jhazmat.2018.07.110 
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R5_魚類_13 Jacob, Hugo; Besson, Marc; Oberhaensli, François; Taylor, Angus; Gillet, Benjamin; Hughes, Sandrine; Melvin, Steven D.; 

Bustamante, Paco; Swarzenski, Peter W.; Lecchini, David; Metian, Marc A multifaceted assessment of the effects of polyethylene 

microplastics on juvenile gilthead seabreams (Sparus aurata), Aquatic Toxicology 2021, 241, 106004., 

10.1016/j.aquatox.2021.106004 

R5_魚類_14 Shi, Wei; Sun, Shuge; Han, Yu; Tang, Yu; Zhou, Weishang; Du, Xueying; Liu, Guangxu Microplastics impair olfactory-mediated 

behaviors of goldfish Carassius auratus, Journal of Hazardous Materials 2021, 409, 125016., 10.1016/j.jhazmat.2020.125016 

R5_魚類_15 Zhang, Xingli; Xia, Mengli; Zhao, Jingyi; Cao, Zhiguo; Zou, Wei; Zhou, Qixing Photoaging enhanced the adverse effects of 

polyamide microplastics on the growth, intestinal health, and lipid absorption in developing zebrafish, Environment 

International 2022, 158, 106922., 10.1016/j.envint.2021.106922 

R5_魚類_16 Huang, Jun-Nan; Wen, Bin; Zhu, Jian-Guo; Zhang, Yan-Shen; Gao, Jian-Zhong; Chen, Zai-Zhong Exposure to microplastics impairs 

digestive performance, stimulates immune response and induces microbiota dysbiosis in the gut of juvenile guppy (Poecilia 

reticulata), Science of The Total Environment 2020, 733, 138929., 10.1016/j.scitotenv.2020.138929 

R5_魚類_17 Huang, Jun-Nan; Wen, Bin; Meng, Liu-Jiang; Li, Xin-Xin; Wang, Mei-Hui; Gao, Jian-Zhong; Chen, Zai-Zhong Integrated response of 

growth, antioxidant defense and isotopic composition to microplastics in juvenile guppy (Poecilia reticulata), Journal of 

Hazardous Materials 2020, 399, 123044., 10.1016/j.jhazmat.2020.123044 

R5_魚類_18 Liu, Yang; Jia, Xuewen; Zhu, Hua; Zhang, Qingjing; He, Yan; Shen, Yubang; Xu, Xiaoyan; Li, Jiale The effects of exposure to 

microplastics on grass carp (Ctenopharyngodon idella) at the physiological, biochemical, and transcriptomic levels, 

Chemosphere 2022, 286, 131831., 10.1016/j.chemosphere.2021.131831 

R5_魚類_19 Chisada, Shinichi; Yoshida, Masao; Karita, Kanae Polyethylene microbeads are more critically toxic to the eyes and 

reproduction than the kidneys or growth in medaka, Oryzias latipes, Environmental Pollution 2021, 268, 115957., 

10.1016/j.envpol.2020.115957 

R5_魚類_20 Malafaia, Guilherme; de Souza, Andreza Martins; Pereira, Aryelle Canedo; Gonçalves, Stênio; da Costa Araújo, Amanda Pereira; 

Ribeiro, Renan Xavier; Rocha, Thiago Lopes Developmental toxicity in zebrafish exposed to polyethylene microplastics under 

static and semi-static aquatic systems, Science of The Total Environment 2020, 700, 134867., 10.1016/j.scitotenv.2019.134867 

R5_魚類_21 Yu, Hairui; Chen, Qiqing; Qiu, Wenhui; Ma, Cuizhu; Gao, Zhuo; Chu, Wenhai; Shi, Huahong Concurrent water- and foodborne 

exposure to microplastics leads to differential microplastic ingestion and neurotoxic effects in zebrafish, Water Research 

2022, 219, 118582., 10.1016/j.watres.2022.118582 

R5_魚類_23 Xue, Ying-Hao; Feng, Liang-Shan; Xu, Zhi-Yu; Zhao, Feng-Yan; Wen, Xin-Li; Jin, Tuo; Sun, Zhan-Xiang The time-dependent 

variations of zebrafish intestine and gill after polyethylene microplastics exposure, Ecotoxicology 2021, 30, 10, 1997-2010., 

10.1007/s10646-021-02469-4 

R5_魚類_24 Hodkovicova, N.; Hollerova, A.; Caloudova, H.; Blahova, J.; Franc, A.; Garajova, M.; Lenz, J.; Tichy, F.; Faldyna, M.; Kulich, 

P.; Mares, J.; Machat, R.; Enevova, V.; Svobodova, Z. Do foodborne polyethylene microparticles affect the health of rainbow 

trout (Oncorhynchus mykiss)?, Science of The Total Environment 2021, 793, 148490., 10.1016/j.scitotenv.2021.148490 
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R5_魚類_26 Xia, Bin; Sui, Qi; Du, Yushan; Wang, Liang; Jing, Jing; Zhu, Lin; Zhao, Xinguo; Sun, Xuemei; Booth, Andy M.; Chen, Bijuan; Qu, 

Keming; Xing, Baoshan Secondary PVC microplastics are more toxic than primary PVC microplastics to Oryzias melastigma embryos, 

Journal of Hazardous Materials 2022, 424, 127421., 10.1016/j.jhazmat.2021.127421 

R5_魚類_27 Ding, Ning; Jiang, Lin; Wang, Xiao; Wang, Chun; Geng, Yue; Zhang, Jianxin; Sun, Yingxue; Zhang, Yanping; Yuan, Quan; Liu, Hong 

Polyethylene microplastic exposure and concurrent effect with Aeromonas hydrophila infection on zebrafish, Environmental 

Science and Pollution Research 2022, 29, 42, 63964-63972., 10.1007/s11356-022-20308-9 

R5_魚類_28 Zhang, Xu; Wen, Kai; Ding, Dongxiao; Liu, Jintao; Lei, Zhao; Chen, Xiaoxuan; Ye, Guozhu; Zhang, Jie; Shen, Heqing; Yan, 

Changzhou; Dong, Sijun; Huang, Qiansheng; Lin, Yi Size-dependent adverse effects of microplastics on intestinal microbiota and 

metabolic homeostasis in the marine medaka (Oryzias melastigma), Environment International 2021, 151, 106452., 

10.1016/j.envint.2021.106452 

R5_魚類_29 Feng, Shibo; Zeng, Yanhua; Cai, Zhonghua; Wu, Jiajun; Chan, Leo Lai; Zhu, Jianming; Zhou, Jin Polystyrene microplastics alter 

the intestinal microbiota function and the hepatic metabolism status in marine medaka (Oryzias melastigma), Science of The 

Total Environment 2021, 759, 143558., 10.1016/j.scitotenv.2020.143558 

R5_魚類_30 Zhao, Yanping; Qiao, Ruxia; Zhang, Siyuan; Wang, Guoxiang Metabolomic profiling reveals the intestinal toxicity of different 

length of microplastic fibers on zebrafish (Danio rerio), Journal of Hazardous Materials 2021, 403, 123663., 

10.1016/j.jhazmat.2020.123663 

R5_魚類_31 Uy, Christine Angelica; Johnson, Darren W. Effects of microplastics on the feeding rates of larvae of a coastal fish: direct 

consumption, trophic transfer, and effects on growth and survival, Marine Biology 2022, 169, 2, 27., 10.1007/s00227-021-04010-

x 

R5_魚類_32 Nanninga, Gerrit B.; Scott, Anna; Manica, Andrea Microplastic ingestion rates are phenotype-dependent in juvenile anemonefish, 

Environmental Pollution 2020, 259, 113855., 10.1016/j.envpol.2019.113855 

R5_魚類_33 LaPlaca, Stephanie B.; van den Hurk, Peter Toxicological effects of micronized tire crumb rubber on mummichog (Fundulus 

heteroclitus) and fathead minnow (Pimephales promelas), Ecotoxicology 2020, 29, 5, 524-534., 10.1007/s10646-020-02210-7 

R5_魚類_34 Tongo, Isioma; Erhunmwunse, Nosakhare Osazee Effects of ingestion of polyethylene microplastics on survival rate, opercular 

respiration rate and swimming performance of African catfish (Clarias gariepinus), Journal of Hazardous Materials 2022, 423, 

127237., 10.1016/j.jhazmat.2021.127237 

R5_魚類_35 Masud, Numair; Davies-Jones, Alice; Griffin, Ben; Cable, Jo Differential effects of two prevalent environmental pollutants on 

host-pathogen dynamics, Chemosphere 2022, 295, 133879., 10.1016/j.chemosphere.2022.133879 

R5_魚類_36 Bucci, Kennedy; Bikker, Jacqueline; Stevack, Kathleen; Watson-Leung, Trudy; Rochman, Chelsea Impacts to Larval Fathead Minnows 

Vary between Preconsumer and Environmental Microplastics, Environmental Toxicology and Chemistry 2022, 41, 4, 858-868., 

10.1002/etc.5036 

R5_魚類_37 Hu, Lingling; Chernick, Melissa; Lewis, Anna M.; Ferguson, P. Lee; Hinton, David E. Chronic microfiber exposure in adult 

Japanese medaka (Oryzias latipes), PLOS ONE 2020, 15, 3, e0229962., 10.1371/journal.pone.0229962 
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R5_魚類_38 Jakubowska, Magdalena; Białowąs, Marcin; Stankevičiūtė, Milda; Chomiczewska, Agnieszka; Jonko-Sobuś, Karolina; Pažusienė, 

Janina; Hallmann, Anna; Bučaitė, Agnė; Urban-Malinga, Barbara Effects of different types of primary microplastics on early 

life stages of rainbow trout (Oncorhynchus mykiss), Science of The Total Environment 2022, 808, 151909., 

10.1016/j.scitotenv.2021.151909 

R5_魚類_41 Ravit, B.; Cooper, K.; Moreno, G.; Buckley, B.; Yang, I.; Deshpande, A.; Meola, S.; Jones, D.; Hsieh, A.; Ravit, B.; Cooper, 

K.; Moreno, G.; Buckley, B.; Yang, I.; Deshpande, A.; Meola, S.; Jones, D.; Hsieh, A. Microplastics in urban New Jersey 

freshwaters: distribution, chemical identification, and biological affects, AIMS Environmental Science 2017, 4, 6, 809-826., 

10.3934/environsci.2017.6.809 

R5_魚類_42 Chen, Jianjun; Rao, Chenyang; Yuan, Rongjie; Sun, Dandan; Guo, Suqi; Li, Lulu; Yang, Shuai; Qian, Dongdong; Lu, Ronghua; Cao, 

Xianglin Long-term exposure to polyethylene microplastics and glyphosate interferes with the behavior, intestinal microbial 

homeostasis, and metabolites of the common carp (Cyprinus carpio L.), Science of The Total Environment 2022, 814, 152681., 

10.1016/j.scitotenv.2021.152681 

R5_魚類_43 Chagas, Thales Quintão; Freitas, Ítalo Nascimento; Montalvão, Mateus Flores; Nobrega, Rafael Henrique; Machado, Monica 

Rodrigues Ferreira; Charlie-Silva, Ives; Araújo, Amanda Pereira da Costa; Guimarães, Abraão Tiago Batista; Alvarez, Tenilce 

Gabriela da Silva; Malafaia, Guilherme Multiple endpoints of polylactic acid biomicroplastic toxicity in adult zebrafish 
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 マイクロプラスチックにおける水中経路での粒子影響以外の毒性に関わる観点：

ベクター効果に関して（仮） 

 

MicPに関わるベクター効果を検討するにあたり、現時点での観点を以下のとおり整理し

た（第二回拡大分科会参考資料 2より抜粋） 

 

図表 1-40 MicPにおける水中経路での粒子影響以外の毒性に関わる観点：ベクター効果

に関して（仮） 

 

① ベクター効果を粒子影響と切り離して考える必要があるのか？ 

➢ MicPの生態影響は、粒子影響、添加剤による影響、吸着化学物質(図表 1)による影響に大別され

る(図表 2)。添加剤、吸着化学物質による影響（まとめてベクター効果と呼ぶ）については、実環

境中では粒子影響と切り離して考えることは困難であり、すべての影響を含んだものが生物への

有害性として表れていると考えられる。 

➢ ベクター効果のみ切り離して考える必要があるのか？（実環境中の MicPを用いた毒性試験はす

べての影響を含んでいるのではないか） 

 

図表 1 MicPへの化学物質の吸着 

 

 
図表 2 MicPの影響の分類 

 



 

 

② ベクター効果を考える際の観点 

➢ ベクター効果を考える際は、以下の 3 つの観点で調査を行う方針で良いか。 

 

 
図表 3 ベクター効果を考える際の 3 つの観点 

 

➢ さらにそれぞれの知見を整理する際、「モデル・シミュレーション等での観測」、「室内実験で

の観測」、「実環境中での観測」にレベル感を分けることができるのではないか。（これくらい
要素を分解して知見を集めていくと、足りない部分が明らかになるのではないか？右下の知見が
集まればベクター効果の確度が増す？） 

 

 
モデル・シミュレーシ
ョン等での観測 

室内実験での観測 実環境中での観測 

観点Ⅰ： 
吸着の観点 

   

観点Ⅱ： 
移行の観点 

 
 

 

観点Ⅲ： 
寄与の観点 

   

 

 

 


